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一
、
現
代
の
四
頭
茶
礼

現
在
で
も
、
建
仁
寺
・
建
長
寺
・
円
覚
寺
・
東
福
寺
な
ど
の
禅
院
で
は
開
山
忌

な
ど
に
四よ

つ

頭が
し
ら

茶ち
ゃ

礼れ
い

が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
頭
茶
礼
に
つ
い
て
の
辞
書
的
な
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る（

１
）。

四
つ
頭
の
茶
会
【
よ
つ
が
し
ら
の
ち
ゃ
か
い
】

建
仁
寺
で
開
山
栄
西
の
生
日
を
祝
し
、
毎
年
四
月
二
十
日
に
設
け
ら
れ
る
、

典
型
的
禅
院
茶
礼
。
方
丈
の
正
面
中
央
に
、栄
西
の
像
と
竜
虎
の
図
を
掛
け
、

唐
物
の
卓
に
香
炉
・
花
瓶
・
燭

し
ょ
く

台だ
い

を
飾
り
、
ま
ず
開
山
に
献
茶
の
の
ち
、
室

中
の
左
右
に
席
を
と
る
四
人
の
正
客
と
相
伴
に
、
茶
を
供
す
る
も
の
。
四
人

の
法ほ

う

衣え

を
つ
け
た
供
給
僧
が
、
正
客
よ
り
順
次
に
、
天
目
台
に
載
せ
た
茶
碗

に
、
あ
ら
か
じ
め
抹
茶
を
入
れ
て
配
り
、
こ
れ
を
客
に
さ
さ
げ
持
た
せ
た
ま
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現
代
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
四
頭
行
事
の
概
要
を
、
鎌
倉
の
円
覚
寺
、
京
都
の
東
福
寺
に
お
い
て
検
証
し
、
さ
ら
に
四
頭
茶
礼
に
つ
い
て
は
建
長

寺
の
例
も
見
た
。
そ
の
結
果
、こ
れ
ら
の
四
頭
茶
礼
が
、室
町
時
代
の
「
喫
茶
往
来
」
に
描
か
れ
た
茶
事
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、

「
喫
茶
往
来
」
の
茶
に
現
れ
た
四
種
十
服
は
「
太
平
記
」
の
百
服
茶
と
同
様
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
う
え
で
、
両
者
が
室
町
期
の
一
般
的
な
喫
茶
と
の
共

通
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
学
説
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
茶
礼
が
行
わ
れ
る
禅
院
の
清
規
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
、
清
規
が
禅
院
の
典
型
的
な
生
活
規
範

と
し
て
絶
対
的
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
こ
で
実
は
喫
茶
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
ま
た
鎌
倉
時
代
か

ら
禅
宗
は
日
本
各
地
に
広
ま
り
、
禅
院
の
影
響
力
が
大
幅
に
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
な
に
ゆ
え
禅
院
で
喫
茶
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
実
は
お
茶
が
栄
養
に
偏
り
の
あ
る
禅
院
で
の
栄
養
補
給
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
、
湯
を
投
じ
て
点
茶
し
て
ま
わ
る
も
の
。
由
来
は
不
明
だ
が
、
古
い
闘
茶

の
様
式
を
う
け
て
い
る
。﹇
柳
田
聖
山
﹈

と
あ
る
。
こ
れ
は
建
仁
寺
を
例
に
挙
げ
て
い
る
が
、
他
の
寺
院
で
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
い
く
つ
か
別
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
円
覚
寺
の
場
合
は
、「
円
覚
寺
開
山
忌　

斎
座
『
四
ツ
頭
』
の
行
事
」
に
よ

る
と
、

◎
方
丈
中
央
に
開
山
仏
光
国
師
の
画
像
を
掲
げ
、
霊
膳
を
お
供
え
し
て
、
こ
の

場
に
開
山
様
が
居
ら
れ
る
が
如
く
厳
粛
に
会
食
す
る
行
事
を
「
四
ツ
頭
」
と

＊
な
か
む
ら　

し
ゅ
う
や　
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き
、
皆
同
じ
く
す
る
）。
是
に
於
い
て
侍
衣
が
唐
戸
正
面
中
央
よ
り
三
歩
入

り
て
胡
跪
、中
啓
を
廻
す
こ
と
一
匝
。
こ
の
時
、一
衆
合
掌
し
て
着
座
。
座
っ

て
直
ぐ
に
座
牌
を
引
き
座
の
右
に
置
く
。
次
に
侍
衣
が
入
り
卓
前
に
至
り
点

燭
し
て
出
で
去
る
。侍
香
が
唐
戸
正
面
中
央
よ
り
入
り
三
歩
進
ん
で
問
訊
し
、

一
衆
之
に
合
わ
す
（
是
れ
一
座
の
問
訊
也
）。
侍
香
は
叉
手
に
て
前
卓
の
前

に
至
り
左
手
で
香
を
爇
却
す
（
一
座
の
香
）。
続
い
て
中
央
卓
前
に
到
り
炷

香
（
左
手
）。
了
っ
て
直
ち
に
胡
跪
し
て
香
盒
を
置
き
、
三
歩
退
い
て
合
掌

し
て
小
低
頭
、一
衆
之
に
合
わ
せ
て
合
掌
。
侍
香
は
直
ち
に
出
で
去
る
。（
上

の
如
き
一
座
之
香
《
自
身
の
香
は
右
手
で
焚
き
、代
理
の
香
は
左
手
で
焚
く
》

は
南
陽
和
尚
日
記
に
據
る
）。
次
に
侍
衣
始
め
の
如
く
卓
前
に
進
み
滅
燭
し

て
出
で
去
る
。
次
い
で
侍
香
・
侍
薬
が
唐
戸
口
に
相
並
び
侍
香
は
西
方
よ
り

三
歩
入
り
右
に
少
し
斜
め
に
成
り
合
掌
、
住
持
の
前
に
至
っ
て
大
低
頭
し
て

自
位
に
至
り
、
着
座
し
て
座
牌
を
引
く
。
侍
衣
が
入
室
し
て
空
位
の
座
牌
を

収
め
（
東
北
隅
よ
り
南
に
転
じ
、
西
に
至
り
西
北
隅
に
至
る
）
出
で
去
る
。

次
に
奉
行
座
頭
屏
風
を
引
き
、
次
に
座
具
之
礼
（
一
衆
座
具
を
折
り
念
珠
を

添
え
て
右
脇
に
置
く
）
次
に
出
膳
。
供
給
の
雲
堂
衆
四
員
が
入
室
し
先
づ
両

足
を
揃
え
て
後
、
客
前
に
進
み
胡
跪
に
て
膳
を
出
す
。
了
っ
て
立
ち
出
で
去

る
。
す
ぐ
に
一
度
目
の
汁
（
蓋
無
し
）
を
廻
す
。
飯
椀
の
蓋
で
汁
を
受
け
、

一
衆
主
位
に
従
っ
て
箸
を
取
り
、
生
飯
を
と
っ
て
食
べ
始
め
る
。
供
給
の
雲

堂
衆
は
二
回
目
の
汁
を
廻
す
。
次
に
湯
器
（
蓋
付
）
が
二
回
廻
る
。

雲
堂
衆
供
給
の
時
、
主
位
が
箸
を
置
け
ば
皆
合
わ
せ
て
置
く
。
食
べ
了
っ
て

主
位
箸
を
収
め
、
一
衆
之
に
合
わ
す
。
直
ち
に
膳
を
引
き
菓
茶
を
出
す
。
四

頭
に
は
同
時
也
。
四
頭
之
外
は
菓
茶
別
々
に
菓
薹
丸
盆
を
用
い
て
出
す
。
引

く
時
も
亦
た
同
じ
。
湯
瓶
・
茶
筌
を
持
ち
茶
を
点
ず
る
。
齋
了
り
侍
衣
が
縁

よ
り
低
頭
。
是
の
時
、
一
衆
座
具
を
着
け
る
。
住
持
は
一
衆
に
先
だ
っ
て
室

を
出
で
、
一
衆
之
に
従
っ
て
出
で
去
る
。

円
覚
寺
の
場
合
も
、
東
福
寺
の
場
合
も
、
四
頭
は
長
い
儀
礼
と
食
事
の
後
に
、

最
後
に
茶
菓
の
儀
式
が
あ
る
。
そ
れ
は
太
字
で
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、

こ
ち
ら
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
る
。
建
長
寺
に
つ
い
て
は
佐
藤
留
実
氏
に
よ
る
詳

細
な
紹
介（

２
）が
あ
る
の
で
、
四
頭
全
体
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
茶
礼
に
つ
い
て

だ
け
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

続
い
て
、
茶
菓
の
座
と
な
る
。
最
初
に
供
給
は
「
四
ツ
頭
」
の
一
人
ひ
と

り
に
対
し
、
縁
高
に
入
っ
た
菓
子
（
三
鱗
文
な
ど
の
打
菓
子
と
落
雁
一
つ
）

と
天
目
台
に
載
せ
た
天
目
を
同
時
に
持
出
す
。
次
に
、
菓
子
が
入
っ
た
縁
高

六
個
（
人
数
に
よ
り
変
わ
る
）
を
長
盆
に
載
せ
、
大
衆
に
配
り
終
え
る
と
、

座
見
は
座
屏
を
元
の
位
置
に
戻
す
。
こ
の
時
、
入
口
側
が
山
水
、
席
側
は
花

鳥
の
絵
柄
と
な
る
。
そ
の
後
、
菓
子
の
検
分
が
行
わ
れ
、
侍
真
の
所
作
に
よ

り
、
一
同
合
掌
。
供
給
は
丸
盆
に
載
せ
た
抹
茶
の
入
っ
た
天
目
六
碗
（
人
数

に
よ
り
変
わ
る
）
を
運
び
入
れ
、
大
衆
は
隣
同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
揃
っ
て
取
り

込
む
。

　

い
よ
い
よ
、
点
茶
が
は
じ
ま
る
。

　

供
給
は
左
手
に
浄
瓶
、
右
手
は
浄
瓶
の
口
先
に
組
ん
だ
茶
筅
を
持
っ
て
、

再
び
登
場
。
供
給
は
立
っ
た
ま
ま
点
茶
を
す
る
た
め
天
目
は
台
ご
と
差
し
出

し
て
も
ら
う
。
そ
こ
へ
湯
を
注
ぎ
、
浄
瓶
を
持
っ
た
左
腕
で
右
袖
を
押
さ
え

な
が
ら
茶
筅
を
振
る
。
こ
の
所
作
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
四
ツ
頭
茶
礼
」
の
独

特
な
風
景
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、次
の
人
の
茶
が
点
っ
た
時
に
菓
子
を
食
べ
、

天
目
台
を
持
っ
て
茶
を
喫
す
る
。
残
っ
た
菓
子
は
包
ん
で
袂た

も
とに

仕
舞
う
。

　

さ
て
、
一
同
が
茶
を
喫
し
た
後
、
四
ツ
頭
の
天
目
と
菓
子
器
が
下
げ
ら
れ
、

大
衆
は
供
給
の
持
ち
出
し
た
丸
盆
と
角
盆
に
そ
れ
ぞ
れ
天
目
・
菓
子
器
を
返

す
。
そ
の
際
、
隣
り
合
う
二
人
が
同
時
に
供
給
の
盆
に
返
す
の
は
、
受
け
取

る
と
き
と
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
侍
真
の
終
了
の
所
作
に
よ
り
、一
同
合
掌
。

と
い
う
次
第
で
あ
る
。
四
頭
に
付
属
す
る
茶
礼
は
、

①　

供
給
が
左
手
に
浄
瓶
、
右
手
は
浄
瓶
の
口
に
添
え
る
。

（ 2 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

云
い
、か
つ
て
こ
の
行
事
を
一
見
さ
れ
た
考
古
学
者
、三
上
次
男
博
士
は
「
宋

代
の
古
式
礼
法
が
化
石
の
如
く
残
っ
て
い
る
と
思
う
」と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

中
国
よ
り
来
朝
し
た
開
山
以
来
数
百
年
、
年
々
の
開
山
忌
に
行
わ
れ
て
き
た

古
式
の
食
事
作
法
で
あ
り
、
客
は
真
威
儀
に
袈
裟
を
着
け
、
坐
禅
の
姿
で
式

中
す
べ
て
無
言
、
所
定
の
合
図
に
よ
り
所
作
す
る
。

◎
四
ツ
頭
と
は
、
開
山
様
の
両
脇
・
入
口
の
両
脇
の
「
四
人
の
頭
」
を
中
心
に

儀
式
を
執
り
行
う
故
に
、
そ
う
呼
ば
れ
る
。

　

四
人
の
頭
の
座
位
に
置
か
れ
て
あ
る
布
を
座
氈
（
ざ
せ
ん
）
と
い
う
。《
こ

の
座
氈
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
円
覚
寺
一
五
七
世
天
甫
和
尚
寄
進
の

裏
銘
が
あ
り
、
四
百
年
近
く
前
の
も
の
》

　

大
衆
和
尚
の
座
席
の
名
札
は
座
牌
（
ざ
は
い
）
と
云
う
。

◎
先
ず
二
人
の
座
奉
行
（
ざ
ぶ
ぎ
ょ
う
）
が
室
中
、
中
央
前
に
進
み
、
入
口
に

向
い
、
大
衆
和
尚
を
呼
び
出
す
。
こ
れ
に
応
じ
て
大
衆
和
尚
が
入
場
し
て
、

各
自
の
座
牌
の
前
に
立
つ
。
次
い
で
『
東
班
』
都
寺
・
維
那
『
西
班
』
首
座
・

蔵
主
の
両
班
の
和
尚
が
入
り
、
上
方
（
じ
ょ
う
ほ
う
）
和
尚
で
あ
る
管
長
猊

下
が
入
場
す
る
。

　

続
い
て
侍
真
（
じ
し
ん
）
が
入
る
。
侍
真
と
は
、開
山
真
前
侍
者
の
意
味
で
、

こ
の
斎
座
の
主
人
役
を
勤
め
る
。

◎
侍
真
が
中
央
前
に
て
大
き
く
一
礼
す
る
。
こ
れ
を
大
問
訊（
だ
い
も
ん
じ
ん
）

と
云
う
。
大
衆
和
尚
は
こ
れ
に
併
せ
て
問
訊
の
礼
を
す
る
。

　

次
に
侍
真
は
、
焼
香
・
揖
礼
（
ゆ
う
れ
い
）
す
る
。
こ
れ
は
開
山
様
に
対
し

て
「
こ
れ
よ
り
斎
座
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
」
と
云
う
挨
拶
で
あ
り
、
大
衆
和

尚
は
こ
れ
に
併
せ
一
礼
し
、
着
座
し
て
坐
禅
を
組
む
。

　

最
後
に
、
侍
衣
・
侍
香
の
二
侍
者
が
入
り
、
上
方
和
尚
の
前
に
て
立
礼
し
て
、

各
位
の
席
に
着
座
す
る
。

◎
四
人
の
給
仕
「
供
給
」
に
よ
り
配
膳
を
す
る
、
四
人
の
頭
に
は
直
行
、
他
は

廻
行
し
て
、
食
膳
を
置
く
際
に
は
、
胡
跪
（
こ
き
）
と
云
う
片
膝
立
の
姿
勢

に
て
給
仕
す
る
。

　

配
膳
が
終
わ
る
と
、
座
奉
行
は
食
膳
の
点
検
を
し
、
几
帳[

小
屏
風
衝
立]

を
持
ち
退
場
す
る
。

◎
次
に
侍
真
は
、
左
に
進
み
出
て
大
問
訊
す
る
。
こ
れ
は
「
召
し
上
が
れ
」
の

合
図
、
大
衆
和
尚
は
、
こ
れ
を
見
て
生
飯
（
さ
ば
）
と
云
う
餓
鬼
に
施
す
飯

を
数
粒
取
り
分
け
た
後
、
食
事
を
始
め
る
。

◎
供
給
は
四
人
の
頭
に
二
ノ
膳[

温
汁]

を
給
仕
し
、大
衆
和
尚
に
は
銀
提
（
ぎ

ん
て
い
）
を
持
っ
て
汁
を
注
ぐ
。

◎
食
事
後
の
茶
菓
の
座
は
食
事
の
次
第
と
は
ほ
ぼ
同
様
。
茶
菓
は
四
人
の
頭
に

は
別
々
に
給
仕
し
、
大
衆
和
尚
に
は
茶
は
円
盆
、
菓
子
は
角
盆
に
て
給
仕
し
、

浄
瓶
（
じ
ん
び
ん
）
に
て
湯
を
注
ぎ
、
立
礼
に
て
茶
を
た
て
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
詳
細
に
当
日
の
式
次
第
が
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
東
福
寺
の
例
も
見
る
こ
と
に
す
る
。「
方
丈
斎
筵
（
四
頭
）」
に
よ
る
と
、

　

四
頭
出
席
者
は
、
前
も
っ
て
方
丈
渡
り
廊
下
正
面
の
「
方
丈
斎
筵
図
」
に

依
っ
て
自
分
の
位
置
を
確
認
の
事
。

先
ず
侍
薬
が
主
位
（
唐
戸
口
東
）
に
西
を
向
い
て
立
つ
。
侍
衣
は
道
具
衣
と

大
掛
絡
に
て
縁
上
に
立
ち
、
蒙
堂
（
＊
蒙
堂
と
は
法
階
が
座
元
未
満
の
者
）

下
位
よ
り
塔
主
迄
叫
出
（
両
序
は
挙
さ
ず
）
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
、

定
位
に
立
定
。
次
に
両
序
（
役
者
・
後
版
・
前
版
・
参
暇
・
維
那
・
都
寺
の

順
）
が
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
、
定
位
に
立
定
。
了
じ
て
侍
薬
は
身
を

轉
じ
て
賓
位
（
唐
戸
口
西
）
に
東
向
き
に
立
ち
、
侍
衣
は
引
き
続
き
西
堂
下

位
よ
り
東
堂
・
前
住
・
再
住
・
歴
住
と
順
次
叫
出
、
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て

入
室
、
定
位
に
立
定
。

此
の
時
、
威
儀
は
真
威
儀
又
は
本
威
儀
也
（
出
頭
衣
に
着
袈
裟
）

次
に
住
持
が
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
し
、
先
づ
主
對
に
向
い
（
座
中
上
位
）

問
訊
し
て
小
低
頭
。
次
に
賓
對
上
位
に
至
っ
て
問
訊
し
て
小
低
頭
。
合
掌
を

捨
て
ず
、
主
位
に
至
っ
て
立
つ
（
坐
氈
を
取
り
傍
ら
に
置
き
、
四
頭
座
に
附
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き
、
皆
同
じ
く
す
る
）。
是
に
於
い
て
侍
衣
が
唐
戸
正
面
中
央
よ
り
三
歩
入

り
て
胡
跪
、中
啓
を
廻
す
こ
と
一
匝
。
こ
の
時
、一
衆
合
掌
し
て
着
座
。
座
っ

て
直
ぐ
に
座
牌
を
引
き
座
の
右
に
置
く
。
次
に
侍
衣
が
入
り
卓
前
に
至
り
点

燭
し
て
出
で
去
る
。侍
香
が
唐
戸
正
面
中
央
よ
り
入
り
三
歩
進
ん
で
問
訊
し
、

一
衆
之
に
合
わ
す
（
是
れ
一
座
の
問
訊
也
）。
侍
香
は
叉
手
に
て
前
卓
の
前

に
至
り
左
手
で
香
を
爇
却
す
（
一
座
の
香
）。
続
い
て
中
央
卓
前
に
到
り
炷

香
（
左
手
）。
了
っ
て
直
ち
に
胡
跪
し
て
香
盒
を
置
き
、
三
歩
退
い
て
合
掌

し
て
小
低
頭
、一
衆
之
に
合
わ
せ
て
合
掌
。
侍
香
は
直
ち
に
出
で
去
る
。（
上

の
如
き
一
座
之
香
《
自
身
の
香
は
右
手
で
焚
き
、代
理
の
香
は
左
手
で
焚
く
》

は
南
陽
和
尚
日
記
に
據
る
）。
次
に
侍
衣
始
め
の
如
く
卓
前
に
進
み
滅
燭
し

て
出
で
去
る
。
次
い
で
侍
香
・
侍
薬
が
唐
戸
口
に
相
並
び
侍
香
は
西
方
よ
り

三
歩
入
り
右
に
少
し
斜
め
に
成
り
合
掌
、
住
持
の
前
に
至
っ
て
大
低
頭
し
て

自
位
に
至
り
、
着
座
し
て
座
牌
を
引
く
。
侍
衣
が
入
室
し
て
空
位
の
座
牌
を

収
め
（
東
北
隅
よ
り
南
に
転
じ
、
西
に
至
り
西
北
隅
に
至
る
）
出
で
去
る
。

次
に
奉
行
座
頭
屏
風
を
引
き
、
次
に
座
具
之
礼
（
一
衆
座
具
を
折
り
念
珠
を

添
え
て
右
脇
に
置
く
）
次
に
出
膳
。
供
給
の
雲
堂
衆
四
員
が
入
室
し
先
づ
両

足
を
揃
え
て
後
、
客
前
に
進
み
胡
跪
に
て
膳
を
出
す
。
了
っ
て
立
ち
出
で
去

る
。
す
ぐ
に
一
度
目
の
汁
（
蓋
無
し
）
を
廻
す
。
飯
椀
の
蓋
で
汁
を
受
け
、

一
衆
主
位
に
従
っ
て
箸
を
取
り
、
生
飯
を
と
っ
て
食
べ
始
め
る
。
供
給
の
雲

堂
衆
は
二
回
目
の
汁
を
廻
す
。
次
に
湯
器
（
蓋
付
）
が
二
回
廻
る
。

雲
堂
衆
供
給
の
時
、
主
位
が
箸
を
置
け
ば
皆
合
わ
せ
て
置
く
。
食
べ
了
っ
て

主
位
箸
を
収
め
、
一
衆
之
に
合
わ
す
。
直
ち
に
膳
を
引
き
菓
茶
を
出
す
。
四

頭
に
は
同
時
也
。
四
頭
之
外
は
菓
茶
別
々
に
菓
薹
丸
盆
を
用
い
て
出
す
。
引

く
時
も
亦
た
同
じ
。
湯
瓶
・
茶
筌
を
持
ち
茶
を
点
ず
る
。
齋
了
り
侍
衣
が
縁

よ
り
低
頭
。
是
の
時
、
一
衆
座
具
を
着
け
る
。
住
持
は
一
衆
に
先
だ
っ
て
室

を
出
で
、
一
衆
之
に
従
っ
て
出
で
去
る
。

円
覚
寺
の
場
合
も
、
東
福
寺
の
場
合
も
、
四
頭
は
長
い
儀
礼
と
食
事
の
後
に
、

最
後
に
茶
菓
の
儀
式
が
あ
る
。
そ
れ
は
太
字
で
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、

こ
ち
ら
は
い
た
っ
て
単
純
で
あ
る
。
建
長
寺
に
つ
い
て
は
佐
藤
留
実
氏
に
よ
る
詳

細
な
紹
介（

２
）が

あ
る
の
で
、
四
頭
全
体
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
茶
礼
に
つ
い
て

だ
け
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

続
い
て
、
茶
菓
の
座
と
な
る
。
最
初
に
供
給
は
「
四
ツ
頭
」
の
一
人
ひ
と

り
に
対
し
、
縁
高
に
入
っ
た
菓
子
（
三
鱗
文
な
ど
の
打
菓
子
と
落
雁
一
つ
）

と
天
目
台
に
載
せ
た
天
目
を
同
時
に
持
出
す
。
次
に
、
菓
子
が
入
っ
た
縁
高

六
個
（
人
数
に
よ
り
変
わ
る
）
を
長
盆
に
載
せ
、
大
衆
に
配
り
終
え
る
と
、

座
見
は
座
屏
を
元
の
位
置
に
戻
す
。
こ
の
時
、
入
口
側
が
山
水
、
席
側
は
花

鳥
の
絵
柄
と
な
る
。
そ
の
後
、
菓
子
の
検
分
が
行
わ
れ
、
侍
真
の
所
作
に
よ

り
、
一
同
合
掌
。
供
給
は
丸
盆
に
載
せ
た
抹
茶
の
入
っ
た
天
目
六
碗
（
人
数

に
よ
り
変
わ
る
）
を
運
び
入
れ
、
大
衆
は
隣
同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
揃
っ
て
取
り

込
む
。

　

い
よ
い
よ
、
点
茶
が
は
じ
ま
る
。

　

供
給
は
左
手
に
浄
瓶
、
右
手
は
浄
瓶
の
口
先
に
組
ん
だ
茶
筅
を
持
っ
て
、

再
び
登
場
。
供
給
は
立
っ
た
ま
ま
点
茶
を
す
る
た
め
天
目
は
台
ご
と
差
し
出

し
て
も
ら
う
。
そ
こ
へ
湯
を
注
ぎ
、
浄
瓶
を
持
っ
た
左
腕
で
右
袖
を
押
さ
え

な
が
ら
茶
筅
を
振
る
。
こ
の
所
作
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
四
ツ
頭
茶
礼
」
の
独

特
な
風
景
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、次
の
人
の
茶
が
点
っ
た
時
に
菓
子
を
食
べ
、

天
目
台
を
持
っ
て
茶
を
喫
す
る
。
残
っ
た
菓
子
は
包
ん
で
袂た

も
とに

仕
舞
う
。

　

さ
て
、
一
同
が
茶
を
喫
し
た
後
、
四
ツ
頭
の
天
目
と
菓
子
器
が
下
げ
ら
れ
、

大
衆
は
供
給
の
持
ち
出
し
た
丸
盆
と
角
盆
に
そ
れ
ぞ
れ
天
目
・
菓
子
器
を
返

す
。
そ
の
際
、
隣
り
合
う
二
人
が
同
時
に
供
給
の
盆
に
返
す
の
は
、
受
け
取

る
と
き
と
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
侍
真
の
終
了
の
所
作
に
よ
り
、一
同
合
掌
。

と
い
う
次
第
で
あ
る
。
四
頭
に
付
属
す
る
茶
礼
は
、

①　

供
給
が
左
手
に
浄
瓶
、
右
手
は
浄
瓶
の
口
に
添
え
る
。

（ 2 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

云
い
、か
つ
て
こ
の
行
事
を
一
見
さ
れ
た
考
古
学
者
、三
上
次
男
博
士
は
「
宋

代
の
古
式
礼
法
が
化
石
の
如
く
残
っ
て
い
る
と
思
う
」と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

中
国
よ
り
来
朝
し
た
開
山
以
来
数
百
年
、
年
々
の
開
山
忌
に
行
わ
れ
て
き
た

古
式
の
食
事
作
法
で
あ
り
、
客
は
真
威
儀
に
袈
裟
を
着
け
、
坐
禅
の
姿
で
式

中
す
べ
て
無
言
、
所
定
の
合
図
に
よ
り
所
作
す
る
。

◎
四
ツ
頭
と
は
、
開
山
様
の
両
脇
・
入
口
の
両
脇
の
「
四
人
の
頭
」
を
中
心
に

儀
式
を
執
り
行
う
故
に
、
そ
う
呼
ば
れ
る
。

　

四
人
の
頭
の
座
位
に
置
か
れ
て
あ
る
布
を
座
氈
（
ざ
せ
ん
）
と
い
う
。《
こ

の
座
氈
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
円
覚
寺
一
五
七
世
天
甫
和
尚
寄
進
の

裏
銘
が
あ
り
、
四
百
年
近
く
前
の
も
の
》

　

大
衆
和
尚
の
座
席
の
名
札
は
座
牌
（
ざ
は
い
）
と
云
う
。

◎
先
ず
二
人
の
座
奉
行
（
ざ
ぶ
ぎ
ょ
う
）
が
室
中
、
中
央
前
に
進
み
、
入
口
に

向
い
、
大
衆
和
尚
を
呼
び
出
す
。
こ
れ
に
応
じ
て
大
衆
和
尚
が
入
場
し
て
、

各
自
の
座
牌
の
前
に
立
つ
。
次
い
で
『
東
班
』
都
寺
・
維
那
『
西
班
』
首
座
・

蔵
主
の
両
班
の
和
尚
が
入
り
、
上
方
（
じ
ょ
う
ほ
う
）
和
尚
で
あ
る
管
長
猊

下
が
入
場
す
る
。

　

続
い
て
侍
真
（
じ
し
ん
）
が
入
る
。
侍
真
と
は
、開
山
真
前
侍
者
の
意
味
で
、

こ
の
斎
座
の
主
人
役
を
勤
め
る
。

◎
侍
真
が
中
央
前
に
て
大
き
く
一
礼
す
る
。
こ
れ
を
大
問
訊（
だ
い
も
ん
じ
ん
）

と
云
う
。
大
衆
和
尚
は
こ
れ
に
併
せ
て
問
訊
の
礼
を
す
る
。

　

次
に
侍
真
は
、
焼
香
・
揖
礼
（
ゆ
う
れ
い
）
す
る
。
こ
れ
は
開
山
様
に
対
し

て
「
こ
れ
よ
り
斎
座
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
」
と
云
う
挨
拶
で
あ
り
、
大
衆
和

尚
は
こ
れ
に
併
せ
一
礼
し
、
着
座
し
て
坐
禅
を
組
む
。

　

最
後
に
、
侍
衣
・
侍
香
の
二
侍
者
が
入
り
、
上
方
和
尚
の
前
に
て
立
礼
し
て
、

各
位
の
席
に
着
座
す
る
。

◎
四
人
の
給
仕
「
供
給
」
に
よ
り
配
膳
を
す
る
、
四
人
の
頭
に
は
直
行
、
他
は

廻
行
し
て
、
食
膳
を
置
く
際
に
は
、
胡
跪
（
こ
き
）
と
云
う
片
膝
立
の
姿
勢

に
て
給
仕
す
る
。

　

配
膳
が
終
わ
る
と
、
座
奉
行
は
食
膳
の
点
検
を
し
、
几
帳[

小
屏
風
衝
立]

を
持
ち
退
場
す
る
。

◎
次
に
侍
真
は
、
左
に
進
み
出
て
大
問
訊
す
る
。
こ
れ
は
「
召
し
上
が
れ
」
の

合
図
、
大
衆
和
尚
は
、
こ
れ
を
見
て
生
飯
（
さ
ば
）
と
云
う
餓
鬼
に
施
す
飯

を
数
粒
取
り
分
け
た
後
、
食
事
を
始
め
る
。

◎
供
給
は
四
人
の
頭
に
二
ノ
膳[

温
汁]

を
給
仕
し
、大
衆
和
尚
に
は
銀
提
（
ぎ

ん
て
い
）
を
持
っ
て
汁
を
注
ぐ
。

◎
食
事
後
の
茶
菓
の
座
は
食
事
の
次
第
と
は
ほ
ぼ
同
様
。
茶
菓
は
四
人
の
頭
に

は
別
々
に
給
仕
し
、
大
衆
和
尚
に
は
茶
は
円
盆
、
菓
子
は
角
盆
に
て
給
仕
し
、

浄
瓶
（
じ
ん
び
ん
）
に
て
湯
を
注
ぎ
、
立
礼
に
て
茶
を
た
て
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
詳
細
に
当
日
の
式
次
第
が
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
東
福
寺
の
例
も
見
る
こ
と
に
す
る
。「
方
丈
斎
筵
（
四
頭
）」
に
よ
る
と
、

　

四
頭
出
席
者
は
、
前
も
っ
て
方
丈
渡
り
廊
下
正
面
の
「
方
丈
斎
筵
図
」
に

依
っ
て
自
分
の
位
置
を
確
認
の
事
。

先
ず
侍
薬
が
主
位
（
唐
戸
口
東
）
に
西
を
向
い
て
立
つ
。
侍
衣
は
道
具
衣
と

大
掛
絡
に
て
縁
上
に
立
ち
、
蒙
堂
（
＊
蒙
堂
と
は
法
階
が
座
元
未
満
の
者
）

下
位
よ
り
塔
主
迄
叫
出
（
両
序
は
挙
さ
ず
）
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
、

定
位
に
立
定
。
次
に
両
序
（
役
者
・
後
版
・
前
版
・
参
暇
・
維
那
・
都
寺
の

順
）
が
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
、
定
位
に
立
定
。
了
じ
て
侍
薬
は
身
を

轉
じ
て
賓
位
（
唐
戸
口
西
）
に
東
向
き
に
立
ち
、
侍
衣
は
引
き
続
き
西
堂
下

位
よ
り
東
堂
・
前
住
・
再
住
・
歴
住
と
順
次
叫
出
、
各
々
侍
薬
と
問
訊
し
て

入
室
、
定
位
に
立
定
。

此
の
時
、
威
儀
は
真
威
儀
又
は
本
威
儀
也
（
出
頭
衣
に
着
袈
裟
）

次
に
住
持
が
侍
薬
と
問
訊
し
て
入
室
し
、
先
づ
主
對
に
向
い
（
座
中
上
位
）

問
訊
し
て
小
低
頭
。
次
に
賓
對
上
位
に
至
っ
て
問
訊
し
て
小
低
頭
。
合
掌
を

捨
て
ず
、
主
位
に
至
っ
て
立
つ
（
坐
氈
を
取
り
傍
ら
に
置
き
、
四
頭
座
に
附



― 329 ―
（ 5 ）

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 52 集　2018 年　中村 修也

た
と
え
ば『
喫
茶
往
来
』の
第
四
状
は
茶
の
批
判
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
が
、「
そ

の
批
判
を
見
る
と
、
実
質
的
な
内
容
も
な
く
、
た
だ
優
雅
な
閑
文
字
を
つ
ら
ね
た

抽
象
的
な
も
の
」
と
し
、
往
来
物
と
い
う
形
式
に
つ
い
て
も
、「
こ
の
喫
茶
往
来

も
武
家
間
の
往
復
書
状
の
形
式
で
は
あ
る
が
様
式
は
公
家
の
類
型
化
し
た
も
の

で
、
漢
文
と
も
和
文
と
も
い
え
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
否
定
的
な
表
現

を
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
実
態
的
な
喫
茶
流
行
の
歴
史
史
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
往
来
物
と
文

学
だ
け
で
喫
茶
の
流
行
を
主
張
す
る
の
に
躊
躇
さ
れ
た
た
め
、
消
極
的
な
態
度
と

な
り
、
問
題
と
な
る
点
を
自
ら
指
摘
し
て
お
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
た
め
で
あ

る
。村

井
康
彦
氏
は
、『
喫
茶
往
来
』
と
『
太
平
記
』
の
茶
会
の
記
事
と
禅
院
の
清
規

に
お
け
る
茶
礼
の
様
式
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
、「『
喫
茶
往
来
』
の
記
事
は
、
当

時
一
般
の
茶
会
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
受
け
取
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」

と
積
極
的
に
主
張
す
る（

５
）。

こ
こ
で
、
そ
の
『
太
平
記
』
巻
三
三
の
記
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
た
都
に
は
、
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
々
譽
を
始
と
し
て
、
在
京
の
大
名
衆

を
結
で
茶
の
会
を
始
め
、
日
々
寄
合
活
計
を
尽
す
に
、
異
国
・
本
朝
の
重
宝

を
集
め
、
百
座
の
粧
を
し
て
、
皆
曲
彔
の
上
に
豹
・
虎
の
皮
を
し
き
、
思
々

の
段
子
・
金
襴
を
裁
き
て
、
四
主
頭
の
座
に
列
を
な
し
て
並
居
た
れ
ば
、
た

だ
百
福
荘
厳
の
床
の
上
に
、
千
仏
の
光
を
双
て
座
し
給
へ
る
に
異
な
ら
ず
。

異
国
の
諸
侯
は
遊
宴
を
な
す
時
、
食
膳
方
丈
と
て
、
座
の
圍
み
四
方
一
丈
に

珍
物
を
備
ふ
な
れ
ば
、
そ
れ
に
劣
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
面
五
尺
の
折
敷
に
十

番
齋
羹
・
点
心
百
種
・
五
味
の
魚
鳥
・
甘
酸
苦
辛
の
菓
子
ど
も
、
色
々
様
々

居
双
べ
た
り
。
さ
れ
ば
、
そ
の
費
幾
千
万
と
云
ふ
事
を
知
ら
ず
。
飯
後
に
旨

酒
三
献
過
て
、
茶
の
懸
物
に
百
物
、

こ
こ
に
い
う
「
四
主
頭
の
座
」
が
四
頭
茶
会
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

『
太
平
記
』
の
茶
も
『
喫
茶
往
来
』
の
茶
も
、
と
も
に
室
町
時
代
の
茶
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
が
問
題

で
あ
る
。
村
井
氏
は
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
で
考
え
て
い
る
。

わ
が
国
の
場
合
い
わ
ゆ
る
禅
院
茶
礼
は
鎌
倉
中
期
、
十
三
世
紀
の
半
ば
こ
ろ

に
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
た
い
。
さ
す
れ
ば
、『
喫
茶
往
来
』
に
み
る
茶
法
は
、

こ
う
し
た
禅
院
茶
礼
が
、
寺
院
の
わ
く
を
こ
え
て
一
般
化
し
た
も
の
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
し
て
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
が
茶
禅
一
味
と
い
う
こ
と

の
歴
史
的
意
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。

と
考
え
て
い
る
。
村
井
氏
の
こ
の
論
考
は
、
茶
礼
の
変
遷
過
程
を
追
う
こ
と
に
主

眼
が
あ
っ
た
。
結
論
的
に
は
、
禅
院
の
茶
礼
が
一
般
の
茶
会
の
原
型
で
あ
り
、
唐

物
荘
厳
も
禅
院
の
僧
侶
に
よ
っ
て
唐
物
が
重
視
さ
れ
て
招
来
さ
れ
、
そ
れ
が
飾
ら

れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
は
茶
礼
が
主
題
で
あ
っ
て
、
茶
の
普
及
に
関
し
て
は
論
究
さ
れ
て
い
な

い
。「
寺
院
の
わ
く
を
こ
え
て
一
般
化
し
た
」
と
い
う
の
も
、
茶
の
湯
の
流
行
を

指
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
茶
礼
の
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
の
喫
茶
は
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
禅
院
の
清
規
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。

三
、
清
規
の
茶

禅
院
の
清
規
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
考
が
あ
る
が
、
今
枝
愛
真
氏
は
、「
宋
朝

の
禅
林
で
行
わ
れ
て
い
た
喫
茶
法
を
伝
え
て
、
わ
が
喫
茶
史
の
う
え
に
新
生
面
を

開
い
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
禅
祖
と
い
わ
れ
る
明
庵
栄
西
（
一
一
四
一︲

一
二
一
五
）
で
あ
る
」
と
し
て
、『
喫
茶
養
生
記
』
へ
の
批
判
は
あ
る
と
し
て
も
、

（ 4 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

②　

客
に
は
抹
茶
の
入
っ
た
茶
碗
が
配
ら
れ
て
い
る
。

③　

供
給
は
お
客
の
茶
碗
に
浄
瓶
か
ら
湯
を
注
ぎ
な
が
ら
、
右
手
で
茶
筅
を
振

る
っ
て
茶
を
点
て
る

と
い
う
動
作
を
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
供
給
の
所
作
が
室
町
時
代
の
『
喫
茶
往
来
』
に
描
か
れ
た
喫
茶

法
と
似
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

3
（

。

二
、『
喫
茶
往
来
』
の
茶

ま
ず
は
、
そ
の
共
通
す
る
箇
所
を
『
喫
茶
往
来
』
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

茶
壺
各
栂
尾
高
雄
之
茶
袋
。
西
廂
前
置
弌
対
之
餝
棚
。
而
積
種
々
珍
菓
。
北

壁
下
建
一
雙
之
屏
風
。
而
構
色
々
懸
物
。
中
立
鑵
子
而
練
湯
。
廻
並
飲
物
而

覆
巾
。
会
衆
列
坐
之
後
。
亭
主
之
息
男
献
茶
菓
。
梅
桃
之
若
冠
通
建
盞
。
左

提
湯
瓶
。
右
曳
茶
筅
。
従
上
位
至
末
坐
。
献
茶
次
第
不
雑
乱
。
茶
雖
無
重
請
。

敬
数
返
之
礼
。
酒
雖
用
順
点
。
未
及
一
滴
之
飲
。
或
四
種
十
服
之
勝
負
。
或

都
鄙
善
悪
之
批
判
。
非
啼
催
当
坐
之
興
。
将
又
生
前
之
活
計
。
何
事
加
之
。

廬
同
云
。
茶
少
湯
多
則
雲
脚
散
。
茶
多
湯
少
則
粥
面
聚
云
々
。
誠
以
有
興
有

感
。
誰
不
翫
之
哉
。
而
日
景
漸
傾
。
茶
礼
将
終
。
則
退
茶
具
。
調
美
肴
。
勧

酒
飛
盃
。

【
訓
読
】

茶
壺
は
お
の
お
の
栂
尾
・
高
雄
の
茶
袋
（
あ
り
）。
西
廂
の
前
に
一
対
の
餝

棚
を
置
き
て
、種
々
の
珍
菓
を
積
む
。
北
壁
の
下
に
は
一
双
の
屏
風
を
建
て
、

色
々
の
懸
物
を
構
へ
る
。
中
に
鑵
子
を
立
て
湯
を
練
る
。
廻
り
に
飲
物
を
並

べ
て
巾
を
覆
ふ
。
会
衆
、
列
坐
の
後
、
亭
主
の
息
男
、
茶
菓
を
献
ず
。
梅
桃

の
若
冠
、
建
盞
を
通
ず
。
左
に
湯
瓶
を
提
げ
、
右
に
茶
筅
を
曳
く
。
上
位
よ

り
末
坐
に
至
る
。
献
茶
の
次
第
は
雑
乱
な
ら
ず
。
茶
は
重
ね
て
請
ふ
こ
と
無

し
と
雖
も
、
数
返
の
礼
を
敬
す
。
酒
は
順
点
を
用
ゆ
と
雖
も
、
未
だ
一
滴
の

飲
も
及
ば
ず
。
或
は
四
種
十
服
の
勝
負
、
或
は
都
鄙
善
悪
の
批
判
。
た
だ
当

坐
の
興
を
催
す
に
非
ず
。
さ
て
ま
た
生
前
の
活
計
、
何
事
か
之
に
加
へ
ん
。

廬
同
云
く
、
茶
少
く
し
て
湯
多
け
れ
ば
則
ち
雲
脚
散
ず
。
茶
多
く
し
て
湯
少

け
れ
ば
則
ち
粥
面
聚
す
と
云
々
。
誠
に
以
て
興
有
り
、
感
有
り
。
誰
か
之
を

翫
ば
ざ
る
や
。
而
る
に
日
景
漸
く
傾
き
、
茶
礼
将
に
終
ら
ん
と
し
。
則
ち
茶

具
を
退
け
、
美
肴
を
調
へ
、
酒
を
勧
め
、
盃
を
飛
ば
す
。

『
喫
茶
往
来
』
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
初
期
の
著
作
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
て
お
り
、
魚
住
惣
五
郎
氏
に
よ
る
と
、
一
般
の
往
来
物
が
正
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
往
復
書
簡
で
世
間
一
般
の
常
識
を
授
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に

対
し
て
、『
喫
茶
往
来
』
は
「
特
に
茶
道
関
係
の
も
の
の
み
」
で
あ
り
、「
茶
会
の

模
様
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
て
、
茶
に
対
す
る
上
層
社
会
の
考
え
方
の
変
遷
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る）

4
（

。
そ
し
て
魚
住
氏
は
、『
喫

茶
往
来
』
に
「
四
種
十
服
」
と
あ
る
の
は
、『
太
平
記
』
の
百
服
茶
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
茶
は
南
北
朝
期
に
は
茶
の
品
種
を
当
て
る
闘
茶
と
し
て
流
行
を
見
て
、

「
遊
戯
の
一
面
に
の
み
堕
し
た
」
と
し
、
建
武
式
目
で
も
茶
寄
合
の
群
飲
佚
遊
を

厳
禁
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

喫
茶
往
来
に
描
写
さ
れ
た
茶
会
の
様
子
と
こ
れ
ら
太
平
記
等
の
記
述
と
は
よ

く
相
似
て
い
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
こ
の
往
来
の
第
一
状
（
掃
部
助
氏
清
か
ら

弾
正
少
弼
国
能
へ
の
書
状
）
の
ご
と
き
、
点
心
か
ら
点
茶
、
さ
ら
に
茶
礼
後

の
酒
宴
と
進
む
唐
様
茶
会
の
次
第
や
、
ま
た
茶
亭
の
装
備
は
何
と
し
て
も
室

町
時
代
初
期
の
姿
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、魚
住
氏
は
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
闘
茶
の
流
行
、

建
武
式
目
に
お
け
る
禁
制
な
ど
を
指
摘
し
て
、
さ
ら
に
茶
の
産
地
が
栂
尾
や
宇
治

か
ら
駿
河
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
ま
で
指
摘
し
な
が
ら
、
室
町
時
代
に
喫
茶
が
ど

れ
ほ
ど
流
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
。
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た
と
え
ば『
喫
茶
往
来
』の
第
四
状
は
茶
の
批
判
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
が
、「
そ

の
批
判
を
見
る
と
、
実
質
的
な
内
容
も
な
く
、
た
だ
優
雅
な
閑
文
字
を
つ
ら
ね
た

抽
象
的
な
も
の
」
と
し
、
往
来
物
と
い
う
形
式
に
つ
い
て
も
、「
こ
の
喫
茶
往
来

も
武
家
間
の
往
復
書
状
の
形
式
で
は
あ
る
が
様
式
は
公
家
の
類
型
化
し
た
も
の

で
、
漢
文
と
も
和
文
と
も
い
え
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
否
定
的
な
表
現

を
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
実
態
的
な
喫
茶
流
行
の
歴
史
史
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
往
来
物
と
文

学
だ
け
で
喫
茶
の
流
行
を
主
張
す
る
の
に
躊
躇
さ
れ
た
た
め
、
消
極
的
な
態
度
と

な
り
、
問
題
と
な
る
点
を
自
ら
指
摘
し
て
お
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
た
め
で
あ

る
。村

井
康
彦
氏
は
、『
喫
茶
往
来
』
と
『
太
平
記
』
の
茶
会
の
記
事
と
禅
院
の
清
規

に
お
け
る
茶
礼
の
様
式
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
、「『
喫
茶
往
来
』
の
記
事
は
、
当

時
一
般
の
茶
会
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
受
け
取
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」

と
積
極
的
に
主
張
す
る（

５
）。

こ
こ
で
、
そ
の
『
太
平
記
』
巻
三
三
の
記
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
た
都
に
は
、
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
々
譽
を
始
と
し
て
、
在
京
の
大
名
衆

を
結
で
茶
の
会
を
始
め
、
日
々
寄
合
活
計
を
尽
す
に
、
異
国
・
本
朝
の
重
宝

を
集
め
、
百
座
の
粧
を
し
て
、
皆
曲
彔
の
上
に
豹
・
虎
の
皮
を
し
き
、
思
々

の
段
子
・
金
襴
を
裁
き
て
、
四
主
頭
の
座
に
列
を
な
し
て
並
居
た
れ
ば
、
た

だ
百
福
荘
厳
の
床
の
上
に
、
千
仏
の
光
を
双
て
座
し
給
へ
る
に
異
な
ら
ず
。

異
国
の
諸
侯
は
遊
宴
を
な
す
時
、
食
膳
方
丈
と
て
、
座
の
圍
み
四
方
一
丈
に

珍
物
を
備
ふ
な
れ
ば
、
そ
れ
に
劣
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
面
五
尺
の
折
敷
に
十

番
齋
羹
・
点
心
百
種
・
五
味
の
魚
鳥
・
甘
酸
苦
辛
の
菓
子
ど
も
、
色
々
様
々

居
双
べ
た
り
。
さ
れ
ば
、
そ
の
費
幾
千
万
と
云
ふ
事
を
知
ら
ず
。
飯
後
に
旨

酒
三
献
過
て
、
茶
の
懸
物
に
百
物
、

こ
こ
に
い
う
「
四
主
頭
の
座
」
が
四
頭
茶
会
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

『
太
平
記
』
の
茶
も
『
喫
茶
往
来
』
の
茶
も
、
と
も
に
室
町
時
代
の
茶
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
が
問
題

で
あ
る
。
村
井
氏
は
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
で
考
え
て
い
る
。

わ
が
国
の
場
合
い
わ
ゆ
る
禅
院
茶
礼
は
鎌
倉
中
期
、
十
三
世
紀
の
半
ば
こ
ろ

に
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
た
い
。
さ
す
れ
ば
、『
喫
茶
往
来
』
に
み
る
茶
法
は
、

こ
う
し
た
禅
院
茶
礼
が
、
寺
院
の
わ
く
を
こ
え
て
一
般
化
し
た
も
の
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
し
て
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
が
茶
禅
一
味
と
い
う
こ
と

の
歴
史
的
意
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。

と
考
え
て
い
る
。
村
井
氏
の
こ
の
論
考
は
、
茶
礼
の
変
遷
過
程
を
追
う
こ
と
に
主

眼
が
あ
っ
た
。
結
論
的
に
は
、
禅
院
の
茶
礼
が
一
般
の
茶
会
の
原
型
で
あ
り
、
唐

物
荘
厳
も
禅
院
の
僧
侶
に
よ
っ
て
唐
物
が
重
視
さ
れ
て
招
来
さ
れ
、
そ
れ
が
飾
ら

れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
は
茶
礼
が
主
題
で
あ
っ
て
、
茶
の
普
及
に
関
し
て
は
論
究
さ
れ
て
い
な

い
。「
寺
院
の
わ
く
を
こ
え
て
一
般
化
し
た
」
と
い
う
の
も
、
茶
の
湯
の
流
行
を

指
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
茶
礼
の
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
の
喫
茶
は
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
禅
院
の
清
規
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。

三
、
清
規
の
茶

禅
院
の
清
規
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
考
が
あ
る
が
、
今
枝
愛
真
氏
は
、「
宋
朝

の
禅
林
で
行
わ
れ
て
い
た
喫
茶
法
を
伝
え
て
、
わ
が
喫
茶
史
の
う
え
に
新
生
面
を

開
い
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
禅
祖
と
い
わ
れ
る
明
庵
栄
西
（
一
一
四
一︲

一
二
一
五
）
で
あ
る
」
と
し
て
、『
喫
茶
養
生
記
』
へ
の
批
判
は
あ
る
と
し
て
も
、

（ 4 ）
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②　

客
に
は
抹
茶
の
入
っ
た
茶
碗
が
配
ら
れ
て
い
る
。

③　

供
給
は
お
客
の
茶
碗
に
浄
瓶
か
ら
湯
を
注
ぎ
な
が
ら
、
右
手
で
茶
筅
を
振

る
っ
て
茶
を
点
て
る

と
い
う
動
作
を
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
供
給
の
所
作
が
室
町
時
代
の
『
喫
茶
往
来
』
に
描
か
れ
た
喫
茶

法
と
似
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

3
（

。

二
、『
喫
茶
往
来
』
の
茶

ま
ず
は
、
そ
の
共
通
す
る
箇
所
を
『
喫
茶
往
来
』
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

茶
壺
各
栂
尾
高
雄
之
茶
袋
。
西
廂
前
置
弌
対
之
餝
棚
。
而
積
種
々
珍
菓
。
北

壁
下
建
一
雙
之
屏
風
。
而
構
色
々
懸
物
。
中
立
鑵
子
而
練
湯
。
廻
並
飲
物
而

覆
巾
。
会
衆
列
坐
之
後
。
亭
主
之
息
男
献
茶
菓
。
梅
桃
之
若
冠
通
建
盞
。
左

提
湯
瓶
。
右
曳
茶
筅
。
従
上
位
至
末
坐
。
献
茶
次
第
不
雑
乱
。
茶
雖
無
重
請
。

敬
数
返
之
礼
。
酒
雖
用
順
点
。
未
及
一
滴
之
飲
。
或
四
種
十
服
之
勝
負
。
或

都
鄙
善
悪
之
批
判
。
非
啼
催
当
坐
之
興
。
将
又
生
前
之
活
計
。
何
事
加
之
。

廬
同
云
。
茶
少
湯
多
則
雲
脚
散
。
茶
多
湯
少
則
粥
面
聚
云
々
。
誠
以
有
興
有

感
。
誰
不
翫
之
哉
。
而
日
景
漸
傾
。
茶
礼
将
終
。
則
退
茶
具
。
調
美
肴
。
勧

酒
飛
盃
。

【
訓
読
】

茶
壺
は
お
の
お
の
栂
尾
・
高
雄
の
茶
袋
（
あ
り
）。
西
廂
の
前
に
一
対
の
餝

棚
を
置
き
て
、種
々
の
珍
菓
を
積
む
。
北
壁
の
下
に
は
一
双
の
屏
風
を
建
て
、

色
々
の
懸
物
を
構
へ
る
。
中
に
鑵
子
を
立
て
湯
を
練
る
。
廻
り
に
飲
物
を
並

べ
て
巾
を
覆
ふ
。
会
衆
、
列
坐
の
後
、
亭
主
の
息
男
、
茶
菓
を
献
ず
。
梅
桃

の
若
冠
、
建
盞
を
通
ず
。
左
に
湯
瓶
を
提
げ
、
右
に
茶
筅
を
曳
く
。
上
位
よ

り
末
坐
に
至
る
。
献
茶
の
次
第
は
雑
乱
な
ら
ず
。
茶
は
重
ね
て
請
ふ
こ
と
無

し
と
雖
も
、
数
返
の
礼
を
敬
す
。
酒
は
順
点
を
用
ゆ
と
雖
も
、
未
だ
一
滴
の

飲
も
及
ば
ず
。
或
は
四
種
十
服
の
勝
負
、
或
は
都
鄙
善
悪
の
批
判
。
た
だ
当

坐
の
興
を
催
す
に
非
ず
。
さ
て
ま
た
生
前
の
活
計
、
何
事
か
之
に
加
へ
ん
。

廬
同
云
く
、
茶
少
く
し
て
湯
多
け
れ
ば
則
ち
雲
脚
散
ず
。
茶
多
く
し
て
湯
少

け
れ
ば
則
ち
粥
面
聚
す
と
云
々
。
誠
に
以
て
興
有
り
、
感
有
り
。
誰
か
之
を

翫
ば
ざ
る
や
。
而
る
に
日
景
漸
く
傾
き
、
茶
礼
将
に
終
ら
ん
と
し
。
則
ち
茶

具
を
退
け
、
美
肴
を
調
へ
、
酒
を
勧
め
、
盃
を
飛
ば
す
。

『
喫
茶
往
来
』
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
初
期
の
著
作
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
て
お
り
、
魚
住
惣
五
郎
氏
に
よ
る
と
、
一
般
の
往
来
物
が
正
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
往
復
書
簡
で
世
間
一
般
の
常
識
を
授
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に

対
し
て
、『
喫
茶
往
来
』
は
「
特
に
茶
道
関
係
の
も
の
の
み
」
で
あ
り
、「
茶
会
の

模
様
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
て
、
茶
に
対
す
る
上
層
社
会
の
考
え
方
の
変
遷
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る）

4
（

。
そ
し
て
魚
住
氏
は
、『
喫

茶
往
来
』
に
「
四
種
十
服
」
と
あ
る
の
は
、『
太
平
記
』
の
百
服
茶
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
茶
は
南
北
朝
期
に
は
茶
の
品
種
を
当
て
る
闘
茶
と
し
て
流
行
を
見
て
、

「
遊
戯
の
一
面
に
の
み
堕
し
た
」
と
し
、
建
武
式
目
で
も
茶
寄
合
の
群
飲
佚
遊
を

厳
禁
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

喫
茶
往
来
に
描
写
さ
れ
た
茶
会
の
様
子
と
こ
れ
ら
太
平
記
等
の
記
述
と
は
よ

く
相
似
て
い
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
こ
の
往
来
の
第
一
状
（
掃
部
助
氏
清
か
ら

弾
正
少
弼
国
能
へ
の
書
状
）
の
ご
と
き
、
点
心
か
ら
点
茶
、
さ
ら
に
茶
礼
後

の
酒
宴
と
進
む
唐
様
茶
会
の
次
第
や
、
ま
た
茶
亭
の
装
備
は
何
と
し
て
も
室

町
時
代
初
期
の
姿
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、魚
住
氏
は
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
闘
茶
の
流
行
、

建
武
式
目
に
お
け
る
禁
制
な
ど
を
指
摘
し
て
、
さ
ら
に
茶
の
産
地
が
栂
尾
や
宇
治

か
ら
駿
河
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
ま
で
指
摘
し
な
が
ら
、
室
町
時
代
に
喫
茶
が
ど

れ
ほ
ど
流
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
。
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茶
湯
に
関
す
る
規
定
は
こ
の
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
各
所
に
見
い
だ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。

清
規
に
茶
湯
に
関
す
る
規
定
が
多
い
こ
と
は
、『
勅
脩
百
丈
清
規
』
の
目
録
を

み
て
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

巻
上

　

住
持
章
第
五

　
　

住
持
日
用

　
　
　

告
香

　
　
　

受
嗣
法
人
煎
点

　
　

請
新
住
持

　
　
　

専
使
特
為
新
命
煎
点

　
　
　

新
命
辞
衆
上
堂
茶
湯

　
　
　

専
使
特
為
受
請
人
煎
点

　
　
　

受
請
人
辞
衆
陞
座
茶
湯

　
　

入
院

　
　
　

山
門
特
為
新
命
茶
湯

巻
下

　

両
序
章
第
六

　
　

方
丈
特
為
新
旧
両
序
湯

　
　

堂
司
特
為
新
旧
侍
者
湯
茶

　
　

方
丈
特
為
新
首
座
茶

　
　

新
首
座
特
為
後
堂
大
衆
茶

　
　

住
持
垂
訪
頭
首
点
茶

　
　

両
序
交
代
茶

　
　

入
寮
出
寮
茶

　
　

頭
首
就
僧
堂
点
茶

　

大
衆
章
第
七

　
　

方
丈
特
為
新
掛
塔
茶

　
　

赴
茶
湯

　

節
臘
章
第
八

　
　

新
掛
塔
人
点
入
寮
茶

　
　

方
丈
小
座
湯

　
　

方
丈
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

庫
司
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

前
堂
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

旦
望
巡
堂
茶

　
　

方
丈
点
行
堂
茶

　
　

庫
司
頭
首
点
行
堂
茶

こ
の
『
勅
脩
百
丈
清
規
』
は
、
今
枝
氏
に
よ
る
と
、
南
北
朝
の
五
山
で
は
「
大

い
に
歓
迎
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
五
山
禅
林
全
般
に
普
及
し
て
、
五
山
を
風

靡
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
影
響
を

抜
き
に
し
て
は
、
南
北
朝
中
期
以
降
の
五
山
を
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
ほ
ど

で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
の
あ
る
清
規
に
茶
湯
が
か
く
も
多
く

登
場
す
る
こ
と
の
意
味
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
く
は
福
島
俊
翁
氏
の
指
摘
が
あ
る（

８
）。

つ
ま
り
、「
実
に

禅
林
の
礼
で
は
茶
湯
が
最
も
重
く
、
点
心
と
か
、
斎
飯
、
湯
果
、
薬
石
に
請
ぜ
ら

れ
て
も
礼
謝
と
い
う
こ
と
が
無
く
、
反
つ
て
茶
の
時
に
は
謝
茶
と
い
う
こ
と
が
教

え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
い
ま
清
規
を
通
読
す
る
と
大
抵
の
法
要
儀

礼
応
接
管
待
に
は
、
必
ず
茶
を
奠
じ
茶
を
上
り
、
茶
を
点
じ
、
茶
を
喫
し
、
茶
に

会
し
、
茶
に
請
ず
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
」
と
、
そ
の
茶
に
か
ん
す
る
記
述

の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
、『
禅
苑
清
規
』
か
ら
始
ま
り
、『
勅
脩
百
丈
清
規
』
に
至
る
ま
で
、

ほ
ぼ
一
貫
し
た
傾
向
で
あ
る
。
禅
院
が
喫
茶
を
重
視
し
た
こ
と
は
禰
津
宗
伸
氏
も

指
摘
し
て
い
る（

９
）。

禰
津
氏
は
『
大
鑑
清
規
』
に
つ
い
て
、
こ
の
清
規
を
規
定
し
た

（ 6 ）
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当
時
中
国
禅
林
で
は
後
述
の
よ
う
な
『
禅
苑
清
規
』
十
巻
が
最
も
主
要
な
生

活
規
範
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
栄
西
が
そ
れ
を
用
い
た
と
い
う
証
拠

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
中
国
で
各
種
の
禅
宗
儀
礼
を
学
ん
で
い
る
う
ち
に
、

同
清
規
に
あ
る
茶
礼
な
ど
に
つ
い
て
も
当
然
見
聞
し
、
あ
る
い
は
体
験
し
て

き
た
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
る（

６
）。『

禅
苑
清
規
』
は
宗
頤
が
撰
述
し
、序
に
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）

の
記
載
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
実
在
す
る
最
古
の
清
規
で
あ
り
、
今
枝
氏
に
よ
る

と
、「
自
給
自
足
の
集
団
生
活
を
信
条
と
し
、
も
っ
ぱ
ら
乞
食
行
な
ど
の
基
本
的

な
禅
修
行
に
重
点
が
お
か
れ
、
信
徒
の
た
め
の
加
持
祈
祷
な
ど
を
排
除
し
た
、
き

わ
め
て
充
実
し
た
内
容
を
備
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
の
禅
林
の

典
型
的
な
生
活
規
範
と
し
て
絶
大
な
影
響
を
残
す
に
い
た
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

そ
の『
禅
苑
清
規
』に
は
禅
院
の
茶
礼
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る）

7
（

。た
と
え
ば「
赴

茶
湯
」
に
は
、

院
門
特
為
茶
湯
、
礼
数
慇
重
。
受
請
之
人
、
不
宜
慢
易
。
既
受
請
已
、
須
知

先
赴
某
処
、
次
赴
某
処
、
後
赴
某
処
。
聞
鼓
板
声
、
及
時
先
到
明
記
坐
位
照

牌
、
免
致
倉
遑
錯
乱
。

　

如
赴
堂
頭
茶
湯
、
大
衆
集
侍
者
問
訊
請
入
。
随
首
座
依
位
而
立
。
住
持
人

揖
、
乃
収
袈
裟
安
詳
就
座
。
棄
鞋
、
不
得
参
差
、
収
足
不
得
令
椅
子
作
声
、

正
身
端
坐
不
得
背
靠
椅
子
（
後
略
）

　

当
頭
特
為
之
人
、
専
看
主
人
顧
揖
、
然
後
、
揖
上
下
間
喫
茶
。
不
得
吹
茶
、

不
得
掉
盞
、
不
得
呼
呻
作
声
、
取
放
盞
槖
不
得
敲
磕
。
如
先
放
盞
者
、
盤
後

安
之
。
以
次
挨
排
不
得
錯
乱
。
右
手
請
茶
薬
擎
之
、
候
行
遍
相
揖
罷
方
喫
。

不
得
張
口
擲
入
。
亦
不
得
咬
令
作
声
。
茶
罷
離
位
、
安
詳
下
足
。
問
訊
訖
随

大
衆
出
。
特
為
之
人
、
須
当
略
進
前
一
両
歩
問
訊
主
人
、
以
表
謝
茶
之
礼
。

行
須
威
儀
庠
序
。
不
得
急
行
大
歩
、
及
拖
鞋
踏
地
作
声
。
主
人
若
送
、
廻
身

問
訊
、
致
恭
而
退
、
然
後
、
次
第
赴
庫
下
及
諸
寮
茶
湯
。

【
訓
読
】

院
門
の
特
為
の
茶
湯
は
、
礼
数
慇
重
な
り
。
請
を
受
く
る
の
人
、
宜
し
く
慢

易
な
る
べ
か
ら
ず
。
既
に
請
を
受
け
已お

わ

ら
ば
、
須
ら
く
先
に
某
処
に
赴
き
、

次
に
某
処
に
赴
き
、
後
に
某
処
に
赴
く
こ
と
を
知
る
べ
し
。
鼓
板
の
声
を
聞

か
ば
、
時
に
及
び
て
先
ず
到
り
て
坐
位
の
照
牌
を
明
記
し
、
倉
遑
錯
乱
を
致

す
こ
と
を
免
れ
よ
。

　

も
し
堂
頭
の
茶
湯
に
赴
か
ば
、
大
衆
集
り
侍
者
問
訊
し
請
じ
入
ら
む
。
首

座
に
随
い
て
位
に
依
り
て
立
つ
。
住
持
人
揖
せ
ば
、
乃
ち
袈
裟
を
収
め
て
安

詳
と
し
て
座
に
就
く
。
鞋
を
棄
て
、
参
差
す
る
こ
と
を
得
ず
、
足
を
収
め
椅

子
を
し
て
声
を
作な

さ
し
む
る
こ
と
を
得
ず
、
正
身
端
坐
し
背
を
椅
子
に
靠よ

ら

し
む
こ
と
を
得
ず
（
後
略
）

　

当
頭
に
特
為
の
人
、
専
ら
主
人
を
看
て
顧
揖
し
、
然
る
後
に
、
上
下
間
を

揖
し
茶
を
喫
す
。
茶
を
吹
く
こ
と
を
得
ず
、
盞
を
掉う

ご

か
す
こ
と
を
得
ず
、
呼

呻
し
て
声
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
盞
槖
を
取
り
放
た
ん
に
は
敲こ

う

磕が
い

す
る
こ

と
を
得
ざ
れ
。
も
し
先
に
盞
を
放お

か
ん
に
は
、
盤
の
後
に
之
を
安
ん
ず
。
次

を
以
て
挨
排
し
錯
乱
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
右
手
に
茶
薬
を
請
じ
て
之
を
擎

げ
、
行ひ

く
こ
と
遍
す
る
を
候ま

っ
て
相
揖
し
罷
っ
て
ま
さ
に
喫
す
。
口
を
張
っ

て
擲
げ
入
れ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
ま
た
咬
み
て
声
を
作
さ
し
む
る
こ
と
を
得

ざ
れ
。
茶
罷
っ
て
位
を
離
れ
、
安
詳
と
し
て
足
を
下
せ
。
問
訊
し
訖
り
て
大

衆
に
随
ひ
て
出
づ
。
特
為
の
人
、
須
ら
く
ま
さ
に
略ほ

ぼ

進
前
す
る
こ
と
一
両
歩

し
て
主
人
に
問
訊
し
、
以
て
茶
を
謝
す
る
の
礼
を
表
わ
す
べ
し
。
行
か
ん
に

は
須
ら
く
威
儀
庠
序
な
る
べ
し
。
急
行
し
大
歩
す
る
こ
と
及
び
鞋
を
拖ひ

き
地

を
踏
み
て
声
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
主
人
も
し
送
ら
ば
、
身
を
廻
ら
し
て

問
訊
し
、
恭
を
致
し
て
退
き
、
然
る
後
に
、
次
第
に
庫
下
及
び
諸
寮
の
茶
湯

に
赴
け
。

と
あ
り
、茶
湯
に
赴
く
際
の
心
得
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
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茶
湯
に
関
す
る
規
定
は
こ
の
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
各
所
に
見
い
だ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。

清
規
に
茶
湯
に
関
す
る
規
定
が
多
い
こ
と
は
、『
勅
脩
百
丈
清
規
』
の
目
録
を

み
て
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

巻
上

　

住
持
章
第
五

　
　

住
持
日
用

　
　
　

告
香

　
　
　

受
嗣
法
人
煎
点

　
　

請
新
住
持

　
　
　

専
使
特
為
新
命
煎
点

　
　
　

新
命
辞
衆
上
堂
茶
湯

　
　
　

専
使
特
為
受
請
人
煎
点

　
　
　

受
請
人
辞
衆
陞
座
茶
湯

　
　

入
院

　
　
　

山
門
特
為
新
命
茶
湯

巻
下

　

両
序
章
第
六

　
　

方
丈
特
為
新
旧
両
序
湯

　
　

堂
司
特
為
新
旧
侍
者
湯
茶

　
　

方
丈
特
為
新
首
座
茶

　
　

新
首
座
特
為
後
堂
大
衆
茶

　
　

住
持
垂
訪
頭
首
点
茶

　
　

両
序
交
代
茶

　
　

入
寮
出
寮
茶

　
　

頭
首
就
僧
堂
点
茶

　

大
衆
章
第
七

　
　

方
丈
特
為
新
掛
塔
茶

　
　

赴
茶
湯

　

節
臘
章
第
八

　
　

新
掛
塔
人
点
入
寮
茶

　
　

方
丈
小
座
湯

　
　

方
丈
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

庫
司
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

前
堂
四
節
特
為
首
座
大
衆
茶

　
　

旦
望
巡
堂
茶

　
　

方
丈
点
行
堂
茶

　
　

庫
司
頭
首
点
行
堂
茶

こ
の
『
勅
脩
百
丈
清
規
』
は
、
今
枝
氏
に
よ
る
と
、
南
北
朝
の
五
山
で
は
「
大

い
に
歓
迎
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
五
山
禅
林
全
般
に
普
及
し
て
、
五
山
を
風

靡
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
影
響
を

抜
き
に
し
て
は
、
南
北
朝
中
期
以
降
の
五
山
を
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
ほ
ど

で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
の
あ
る
清
規
に
茶
湯
が
か
く
も
多
く

登
場
す
る
こ
と
の
意
味
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
く
は
福
島
俊
翁
氏
の
指
摘
が
あ
る（

８
）。

つ
ま
り
、「
実
に

禅
林
の
礼
で
は
茶
湯
が
最
も
重
く
、
点
心
と
か
、
斎
飯
、
湯
果
、
薬
石
に
請
ぜ
ら

れ
て
も
礼
謝
と
い
う
こ
と
が
無
く
、
反
つ
て
茶
の
時
に
は
謝
茶
と
い
う
こ
と
が
教

え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
い
ま
清
規
を
通
読
す
る
と
大
抵
の
法
要
儀

礼
応
接
管
待
に
は
、
必
ず
茶
を
奠
じ
茶
を
上
り
、
茶
を
点
じ
、
茶
を
喫
し
、
茶
に

会
し
、
茶
に
請
ず
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
」
と
、
そ
の
茶
に
か
ん
す
る
記
述

の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
、『
禅
苑
清
規
』
か
ら
始
ま
り
、『
勅
脩
百
丈
清
規
』
に
至
る
ま
で
、

ほ
ぼ
一
貫
し
た
傾
向
で
あ
る
。
禅
院
が
喫
茶
を
重
視
し
た
こ
と
は
禰
津
宗
伸
氏
も

指
摘
し
て
い
る（

９
）。
禰
津
氏
は
『
大
鑑
清
規
』
に
つ
い
て
、
こ
の
清
規
を
規
定
し
た

（ 6 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

当
時
中
国
禅
林
で
は
後
述
の
よ
う
な
『
禅
苑
清
規
』
十
巻
が
最
も
主
要
な
生

活
規
範
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
栄
西
が
そ
れ
を
用
い
た
と
い
う
証
拠

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
中
国
で
各
種
の
禅
宗
儀
礼
を
学
ん
で
い
る
う
ち
に
、

同
清
規
に
あ
る
茶
礼
な
ど
に
つ
い
て
も
当
然
見
聞
し
、
あ
る
い
は
体
験
し
て

き
た
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
る（

６
）。『
禅
苑
清
規
』
は
宗
頤
が
撰
述
し
、序
に
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）

の
記
載
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
実
在
す
る
最
古
の
清
規
で
あ
り
、
今
枝
氏
に
よ
る

と
、「
自
給
自
足
の
集
団
生
活
を
信
条
と
し
、
も
っ
ぱ
ら
乞
食
行
な
ど
の
基
本
的

な
禅
修
行
に
重
点
が
お
か
れ
、
信
徒
の
た
め
の
加
持
祈
祷
な
ど
を
排
除
し
た
、
き

わ
め
て
充
実
し
た
内
容
を
備
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
の
禅
林
の

典
型
的
な
生
活
規
範
と
し
て
絶
大
な
影
響
を
残
す
に
い
た
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

そ
の『
禅
苑
清
規
』に
は
禅
院
の
茶
礼
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る）

7
（

。た
と
え
ば「
赴

茶
湯
」
に
は
、

院
門
特
為
茶
湯
、
礼
数
慇
重
。
受
請
之
人
、
不
宜
慢
易
。
既
受
請
已
、
須
知

先
赴
某
処
、
次
赴
某
処
、
後
赴
某
処
。
聞
鼓
板
声
、
及
時
先
到
明
記
坐
位
照

牌
、
免
致
倉
遑
錯
乱
。

　

如
赴
堂
頭
茶
湯
、
大
衆
集
侍
者
問
訊
請
入
。
随
首
座
依
位
而
立
。
住
持
人

揖
、
乃
収
袈
裟
安
詳
就
座
。
棄
鞋
、
不
得
参
差
、
収
足
不
得
令
椅
子
作
声
、

正
身
端
坐
不
得
背
靠
椅
子
（
後
略
）

　

当
頭
特
為
之
人
、
専
看
主
人
顧
揖
、
然
後
、
揖
上
下
間
喫
茶
。
不
得
吹
茶
、

不
得
掉
盞
、
不
得
呼
呻
作
声
、
取
放
盞
槖
不
得
敲
磕
。
如
先
放
盞
者
、
盤
後

安
之
。
以
次
挨
排
不
得
錯
乱
。
右
手
請
茶
薬
擎
之
、
候
行
遍
相
揖
罷
方
喫
。

不
得
張
口
擲
入
。
亦
不
得
咬
令
作
声
。
茶
罷
離
位
、
安
詳
下
足
。
問
訊
訖
随

大
衆
出
。
特
為
之
人
、
須
当
略
進
前
一
両
歩
問
訊
主
人
、
以
表
謝
茶
之
礼
。

行
須
威
儀
庠
序
。
不
得
急
行
大
歩
、
及
拖
鞋
踏
地
作
声
。
主
人
若
送
、
廻
身

問
訊
、
致
恭
而
退
、
然
後
、
次
第
赴
庫
下
及
諸
寮
茶
湯
。

【
訓
読
】

院
門
の
特
為
の
茶
湯
は
、
礼
数
慇
重
な
り
。
請
を
受
く
る
の
人
、
宜
し
く
慢

易
な
る
べ
か
ら
ず
。
既
に
請
を
受
け
已お

わ

ら
ば
、
須
ら
く
先
に
某
処
に
赴
き
、

次
に
某
処
に
赴
き
、
後
に
某
処
に
赴
く
こ
と
を
知
る
べ
し
。
鼓
板
の
声
を
聞

か
ば
、
時
に
及
び
て
先
ず
到
り
て
坐
位
の
照
牌
を
明
記
し
、
倉
遑
錯
乱
を
致

す
こ
と
を
免
れ
よ
。

　

も
し
堂
頭
の
茶
湯
に
赴
か
ば
、
大
衆
集
り
侍
者
問
訊
し
請
じ
入
ら
む
。
首

座
に
随
い
て
位
に
依
り
て
立
つ
。
住
持
人
揖
せ
ば
、
乃
ち
袈
裟
を
収
め
て
安

詳
と
し
て
座
に
就
く
。
鞋
を
棄
て
、
参
差
す
る
こ
と
を
得
ず
、
足
を
収
め
椅

子
を
し
て
声
を
作な

さ
し
む
る
こ
と
を
得
ず
、
正
身
端
坐
し
背
を
椅
子
に
靠よ

ら

し
む
こ
と
を
得
ず
（
後
略
）

　

当
頭
に
特
為
の
人
、
専
ら
主
人
を
看
て
顧
揖
し
、
然
る
後
に
、
上
下
間
を

揖
し
茶
を
喫
す
。
茶
を
吹
く
こ
と
を
得
ず
、
盞
を
掉う

ご

か
す
こ
と
を
得
ず
、
呼

呻
し
て
声
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
盞
槖
を
取
り
放
た
ん
に
は
敲こ

う

磕が
い

す
る
こ

と
を
得
ざ
れ
。
も
し
先
に
盞
を
放お

か
ん
に
は
、
盤
の
後
に
之
を
安
ん
ず
。
次

を
以
て
挨
排
し
錯
乱
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
右
手
に
茶
薬
を
請
じ
て
之
を
擎

げ
、
行ひ

く
こ
と
遍
す
る
を
候ま

っ
て
相
揖
し
罷
っ
て
ま
さ
に
喫
す
。
口
を
張
っ

て
擲
げ
入
れ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
ま
た
咬
み
て
声
を
作
さ
し
む
る
こ
と
を
得

ざ
れ
。
茶
罷
っ
て
位
を
離
れ
、
安
詳
と
し
て
足
を
下
せ
。
問
訊
し
訖
り
て
大

衆
に
随
ひ
て
出
づ
。
特
為
の
人
、
須
ら
く
ま
さ
に
略ほ

ぼ

進
前
す
る
こ
と
一
両
歩

し
て
主
人
に
問
訊
し
、
以
て
茶
を
謝
す
る
の
礼
を
表
わ
す
べ
し
。
行
か
ん
に

は
須
ら
く
威
儀
庠
序
な
る
べ
し
。
急
行
し
大
歩
す
る
こ
と
及
び
鞋
を
拖ひ

き
地

を
踏
み
て
声
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
主
人
も
し
送
ら
ば
、
身
を
廻
ら
し
て

問
訊
し
、
恭
を
致
し
て
退
き
、
然
る
後
に
、
次
第
に
庫
下
及
び
諸
寮
の
茶
湯

に
赴
け
。

と
あ
り
、茶
湯
に
赴
く
際
の
心
得
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
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で
あ
ろ
う
か
。

考
え
て
み
る
と
、
中
国
の
寺
院
、
朝
鮮
の
寺
院
の
周
辺
の
山
で
は
茶
が
植
栽
さ

れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
高
山
寺
は
ま
さ
に
栂
尾
の
茶
の
産
地
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
茶
園
・
茶
畑
を
も
つ
寺
院
は
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。

現
実
に
寺
院
と
茶
は
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
清
規
に
茶
の
規
定
が
あ
る
か
ら
、
寺
院
で
は
茶
を
必
要
と
し
、
周

辺
の
山
々
に
茶
畑
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
贈
答
に
も
茶
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
は
、
そ
の
茶
の
必
要
性
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る）

₁₂
（

。

で
は
、
そ
の
必
要
性
の
根
本
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
発
想
の
転
換
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
材
料
の
一
つ
が
日
本
の
平

安
時
代
に
行
わ
れ
た
季き

の
み
ど
き
ょ
う

御
読
経
に
見
え
る
「
引
茶
」
で
あ
る）

₁₃
（

。

『
山
槐
記
』
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
八
月
二
十
二
日
条
の
記
事
を
見
る
と
、

廿
一
日
癸
未　

天
晴
、
午
刻
参
内
、
春
（
季
）
御
読
経
始
也
、

廿
二
日
甲
申　

天
晴
、
時
々
雨
降
、
参
内
、
引
茶
役
四
位
顕
成
朝
臣
、
五
位

伊
長
、
蔵
人
憲
定
、
非
蔵
人
家
輔
持
土
器
土
瓶
等
、
臨
刻
限
、
茶
不
候
之
由
、

行
事
小
舎
人
為
恐
申
上
之
、
不
足
言
、
参
内
之
後
責
出
引
茶
了
、
不
可
説
事

也
、
如
然
事
非
大
事
、
行
事
蔵
人
、
出
納
、
及
小
舎
人
可
存
事
歟
、
南
殿
引

茶
雑
色
源
盛
頼
云
々
、
晩
頭
退
出
了
、

と
あ
る
。
こ
の
日
、
引
茶
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
引
茶
役
の
顕
成
・
伊
長
・

憲
定
・
家
輔
の
四
人
が
土
器
・
土
瓶
等
を
持
っ
て
、
刻
限
に
臨
ん
で
い
る
。
記
事

は
、
茶
が
現
れ
な
く
て
困
惑
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
引
茶
役
が
土
器
・
土

瓶
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
こ
に
見
え
る
土
器
が
茶
碗
、
土
瓶
が
浄
瓶
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
季
御
読
経
に
お
け
る
引
茶
も
禅
院
の
茶
礼
と
相
通
じ
る
儀
礼
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
引
茶
の
茶
が
抹
茶
な
の
か
餅
茶
な
の
か
で
、

茶
の
様
子
は
変
わ
っ
て
く
る
が
、
儀
礼
と
し
て
は
共
通
性
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
、『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
十
月
十
二
日
の
記
事
を
み
る
と
、

十
二
日
癸
酉　

高
陽
院
被
行
羅
漢
供
、
寝
殿
母
屋
中
央
立
仏
台
三
脚
、
奉
懸

釈
迦
三
尊
、
同
東
西
棟
分
戸
并
障
子
面
等
、
奉
懸
羅
漢
各
八
鋪
、（
中
略
）

備
居
饌
物
各
九
前
﹇
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物

二
種
、
箸
台
并
箸
匕
等
前
別
如
此
、
朱
器
見
于
前
々
記
録
、
前
一
両
日
調
進

人
請
取
之
調
進
之
﹈
其
棚
下
階
居
茶
瓶
各
一
口
、手
巾
﹇
置
折
敷
﹈
各
一
帖
、

手
洗
楾
各
一
具
等
、

と
あ
る
。
仏
面
の
棚
に
備
え
る
饌
物
の
中
に
「
茶
煎
」（
茶
を
煎
っ
た
物
）
が
入
っ

て
い
る
。「
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物
二
種
」
と
い

う
列
記
の
仕
方
か
ら
見
て
、「
茶
煎
」
は
食
べ
物
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
飲
み
物
で
は
な
く
、
食
べ
物
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
江
家
次
第
』
巻
第
五
「
季
御
読
経
」（
日
本
古
典
全
集
）
の
「
上
卿
一
人

着
南
殿
例
」
の
割
注
に
、

　

天
喜
四
年
。
三
ケ
日
毎
夕
座
侍
臣
施
煎
茶
。
衆
僧
相
加
甘
葛
煎
。
亦
厚
朴

生
薑
等
随
要
施
之
。
紫
宸
殿
所
雑
色
等
参
上
施
件
茶
。
於
大
極
殿
修
時
亦
同
。

但
用
茶
器
等
見
所
例
也
。
蔵
人
式

と
あ
る
。
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
の
季
御
読
経
は
三
日
間
行
わ
れ
、
そ
の
夕
座

に
は
毎
日
茶
が
出
さ
れ
た
。
侍
臣
に
は
「
煎
茶
」
が
出
て
、
衆
僧
に
は
「
煎
茶
」

に
加
え
て
甘
葛
煎
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
厚
朴
や
生
薑
等
も
必
要
に
応
じ
て
供
さ
れ

た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
茶
は
紫
宸
殿
つ
ま
り
南
殿
に
い
る
蔵
人
所
の
雑
色
が
参
上

し
て
施
す
の
で
あ
る
が
、
施
茶
は
僧
だ
け
で
は
な
く
侍
臣
に
も
行
わ
れ
て
い
る
の

が
注
意
を
要
す
る
。
そ
し
て
僧
侶
に
は
栄
養
補
給
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、甘
葛
煎
・

厚
朴
・
生
薑
等
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

茶
に
生
薑
等
を
加
え
る
こ
と
は
、
中
国
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
。
中
唐
の
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四頭茶礼にみる飲茶の意義

清
拙
正
澄
は
『
百
丈
清
規
』
を
制
定
し
た
百
丈
懐
海
を
尊
敬
し
て
お
り
、「
日
本
化

し
た
禅
修
行
を
是
正
し
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
南
宋
の
禅
風
を
育
成
す
る
た
め
」

に
『
大
鑑
清
規
』
を
著
し
、「
日
本
で
の
実
践
を
前
提
に
中
国
の
諸
清
規
の
規
定
を

取
捨
選
択
し
て
」
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
規
定
は
、
清
拙
が

日
本
で
実
際
に
指
導
し
た
内
容
と
考
え
て
よ
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
う
え
で
、

『
大
鑑
清
規
』
に
ど
れ
だ
け
の
喫
茶
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
る

が
、
そ
の
規
定
だ
け
を
列
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
掛
塔
に
お
け
る
喫
茶

（
２
）
四
大
節
に
お
け
る
喫
茶

①
結
制
上
堂
・
堂
中
三
日
点
茶

②
四
節
日
巡
堂
礼

③
四
節
僧
堂
茶
礼

④
秉
払
後
管
待

（
３
）
そ
の
他
の
年
中
行
事
に
お
け
る
喫
茶

①
開
堂
祝
聖
・
旦
望
巡
堂
茶

②
仏
祖
忌
・
諸
祖
忌
・
開
山
忌
・
嗣
法
忌

③
二
月
八
日
大
帝
誕
生
規
式

（
４
）
人
事
異
動
に
と
も
な
う
喫
茶

①
住
持
入
院

②
交
代

③
諸
山
尊
宿
相
訪

（
５
）
僧
侶
葬
儀
に
と
も
な
う
喫
茶

（
６
）
茶
器
の
管
理

と
、
以
上
六
項
目
に
お
い
て
喫
茶
の
記
事
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
中

世
禅
宗
寺
院
で
は
年
中
行
事
や
ま
た
不
意
の
出
来
事
の
な
か
で
何
か
に
つ
け
て
茶

が
喫
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
大
量
の
茶
が
消
費
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

た
と
い
え
る
」
と
し
、
他
宗
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
禅
宗
寺
院
で
は
清
規
に
規

定
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
茶
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
り
、
喫
茶
の
持
つ
重

み
が
顕
密
寺
院
な
ど
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
清
規
に
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
清
規

を
持
た
な
い
か
ら
茶
礼
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
そ
の
点
に
お

い
て
は
禰
津
氏
の
指
摘
は
や
や
一
面
的
す
ぎ
る
き
ら
い
は
あ
る
。
し
か
し
、鎌
倉
・

室
町
の
禅
院
が
中
国
の
禅
院
の
清
規
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
か

な
り
忠
実
に
守
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

鎌
倉
時
代
に
禅
宗
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
が
武
家
社
会
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
事
実
。
ま
た
、
多
く
の
中
国
僧
が
来
日
し
、
多
く
の
寺
院
の
開
山
と
な
っ

て
い
っ
た
事
実
。
さ
ら
に
道
元
の
「
典
座
教
訓
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
曹
洞
宗

で
は
「
禅
院
の
食
事
を
つ
か
さ
ど
る
典
座
の
職
責
の
重
要
さ
と
、
典
座
の
仕
事
そ

の
も
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
自
己
の
修
行
に
ほ
か
な
ら
な
い）

₁₀
（

」
こ
と
が
力
説
さ

れ
た
こ
と
。
鎌
倉
末
期
の
称
名
寺
で
は
武
家
た
ち
の
間
で
喫
茶
に
よ
る
歓
送
迎
会

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
茶
を
京
都
に
無
心
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る）

₁₁
（

。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、「
地
方
に
お
け
る
喫
茶
の
普
及
に
関
し
て
は
禅

宗
寺
院
の
存
在
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
禰
津
氏
の
指
摘
は
、
お
お
げ
さ

で
は
な
く
、
首
肯
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
律
宗
寺
院
の
叡
尊
た

ち
の
活
動
を
み
る
限
り
で
は
、
禅
宗
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
宗
派
の
寺
院
に
お
い

て
も
茶
礼
が
行
事
に
組
み
込
ま
れ
、喫
茶
が
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

鎌
倉
時
代
の
茶
の
普
及
は
、
我
々
の
想
像
以
上
に
、
寺
院
の
茶
を
基
本
と
し
て
全

国
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

四
、
寺
院
と
茶
の
関
係

禅
宗
寺
院
に
お
い
て
は
清
規
の
規
定
に
よ
り
、
茶
が
寺
院
に
と
っ
て
必
要
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
清
規
に
お
け
る
茶
の
重
要
性
は
ど

こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
ぜ
、
か
く
も
茶
に
関
す
る
儀
礼
が
禅
院
に
お
い
て
多
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
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で
あ
ろ
う
か
。

考
え
て
み
る
と
、
中
国
の
寺
院
、
朝
鮮
の
寺
院
の
周
辺
の
山
で
は
茶
が
植
栽
さ

れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
高
山
寺
は
ま
さ
に
栂
尾
の
茶
の
産
地
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
茶
園
・
茶
畑
を
も
つ
寺
院
は
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。

現
実
に
寺
院
と
茶
は
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
清
規
に
茶
の
規
定
が
あ
る
か
ら
、
寺
院
で
は
茶
を
必
要
と
し
、
周

辺
の
山
々
に
茶
畑
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
贈
答
に
も
茶
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
は
、
そ
の
茶
の
必
要
性
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る）

₁₂
（

。

で
は
、
そ
の
必
要
性
の
根
本
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
発
想
の
転
換
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
材
料
の
一
つ
が
日
本
の
平

安
時
代
に
行
わ
れ
た
季き

の
み
ど
き
ょ
う

御
読
経
に
見
え
る
「
引
茶
」
で
あ
る）

₁₃
（

。

『
山
槐
記
』
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
八
月
二
十
二
日
条
の
記
事
を
見
る
と
、

廿
一
日
癸
未　

天
晴
、
午
刻
参
内
、
春
（
季
）
御
読
経
始
也
、

廿
二
日
甲
申　

天
晴
、
時
々
雨
降
、
参
内
、
引
茶
役
四
位
顕
成
朝
臣
、
五
位

伊
長
、
蔵
人
憲
定
、
非
蔵
人
家
輔
持
土
器
土
瓶
等
、
臨
刻
限
、
茶
不
候
之
由
、

行
事
小
舎
人
為
恐
申
上
之
、
不
足
言
、
参
内
之
後
責
出
引
茶
了
、
不
可
説
事

也
、
如
然
事
非
大
事
、
行
事
蔵
人
、
出
納
、
及
小
舎
人
可
存
事
歟
、
南
殿
引

茶
雑
色
源
盛
頼
云
々
、
晩
頭
退
出
了
、

と
あ
る
。
こ
の
日
、
引
茶
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
引
茶
役
の
顕
成
・
伊
長
・

憲
定
・
家
輔
の
四
人
が
土
器
・
土
瓶
等
を
持
っ
て
、
刻
限
に
臨
ん
で
い
る
。
記
事

は
、
茶
が
現
れ
な
く
て
困
惑
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
引
茶
役
が
土
器
・
土

瓶
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
こ
に
見
え
る
土
器
が
茶
碗
、
土
瓶
が
浄
瓶
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
季
御
読
経
に
お
け
る
引
茶
も
禅
院
の
茶
礼
と
相
通
じ
る
儀
礼
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
引
茶
の
茶
が
抹
茶
な
の
か
餅
茶
な
の
か
で
、

茶
の
様
子
は
変
わ
っ
て
く
る
が
、
儀
礼
と
し
て
は
共
通
性
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
、『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
十
月
十
二
日
の
記
事
を
み
る
と
、

十
二
日
癸
酉　

高
陽
院
被
行
羅
漢
供
、
寝
殿
母
屋
中
央
立
仏
台
三
脚
、
奉
懸

釈
迦
三
尊
、
同
東
西
棟
分
戸
并
障
子
面
等
、
奉
懸
羅
漢
各
八
鋪
、（
中
略
）

備
居
饌
物
各
九
前
﹇
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物

二
種
、
箸
台
并
箸
匕
等
前
別
如
此
、
朱
器
見
于
前
々
記
録
、
前
一
両
日
調
進

人
請
取
之
調
進
之
﹈
其
棚
下
階
居
茶
瓶
各
一
口
、手
巾
﹇
置
折
敷
﹈
各
一
帖
、

手
洗
楾
各
一
具
等
、

と
あ
る
。
仏
面
の
棚
に
備
え
る
饌
物
の
中
に
「
茶
煎
」（
茶
を
煎
っ
た
物
）
が
入
っ

て
い
る
。「
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物
二
種
」
と
い

う
列
記
の
仕
方
か
ら
見
て
、「
茶
煎
」
は
食
べ
物
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
飲
み
物
で
は
な
く
、
食
べ
物
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
江
家
次
第
』
巻
第
五
「
季
御
読
経
」（
日
本
古
典
全
集
）
の
「
上
卿
一
人

着
南
殿
例
」
の
割
注
に
、

　

天
喜
四
年
。
三
ケ
日
毎
夕
座
侍
臣
施
煎
茶
。
衆
僧
相
加
甘
葛
煎
。
亦
厚
朴

生
薑
等
随
要
施
之
。
紫
宸
殿
所
雑
色
等
参
上
施
件
茶
。
於
大
極
殿
修
時
亦
同
。

但
用
茶
器
等
見
所
例
也
。
蔵
人
式

と
あ
る
。
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
の
季
御
読
経
は
三
日
間
行
わ
れ
、
そ
の
夕
座

に
は
毎
日
茶
が
出
さ
れ
た
。
侍
臣
に
は
「
煎
茶
」
が
出
て
、
衆
僧
に
は
「
煎
茶
」

に
加
え
て
甘
葛
煎
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
厚
朴
や
生
薑
等
も
必
要
に
応
じ
て
供
さ
れ

た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
茶
は
紫
宸
殿
つ
ま
り
南
殿
に
い
る
蔵
人
所
の
雑
色
が
参
上

し
て
施
す
の
で
あ
る
が
、
施
茶
は
僧
だ
け
で
は
な
く
侍
臣
に
も
行
わ
れ
て
い
る
の

が
注
意
を
要
す
る
。
そ
し
て
僧
侶
に
は
栄
養
補
給
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、甘
葛
煎
・

厚
朴
・
生
薑
等
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

茶
に
生
薑
等
を
加
え
る
こ
と
は
、
中
国
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
。
中
唐
の

（ 8 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

清
拙
正
澄
は
『
百
丈
清
規
』
を
制
定
し
た
百
丈
懐
海
を
尊
敬
し
て
お
り
、「
日
本
化

し
た
禅
修
行
を
是
正
し
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
南
宋
の
禅
風
を
育
成
す
る
た
め
」

に
『
大
鑑
清
規
』
を
著
し
、「
日
本
で
の
実
践
を
前
提
に
中
国
の
諸
清
規
の
規
定
を

取
捨
選
択
し
て
」
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
規
定
は
、
清
拙
が

日
本
で
実
際
に
指
導
し
た
内
容
と
考
え
て
よ
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
う
え
で
、

『
大
鑑
清
規
』
に
ど
れ
だ
け
の
喫
茶
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
る

が
、
そ
の
規
定
だ
け
を
列
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
掛
塔
に
お
け
る
喫
茶

（
２
）
四
大
節
に
お
け
る
喫
茶

①
結
制
上
堂
・
堂
中
三
日
点
茶

②
四
節
日
巡
堂
礼

③
四
節
僧
堂
茶
礼

④
秉
払
後
管
待

（
３
）
そ
の
他
の
年
中
行
事
に
お
け
る
喫
茶

①
開
堂
祝
聖
・
旦
望
巡
堂
茶

②
仏
祖
忌
・
諸
祖
忌
・
開
山
忌
・
嗣
法
忌

③
二
月
八
日
大
帝
誕
生
規
式

（
４
）
人
事
異
動
に
と
も
な
う
喫
茶

①
住
持
入
院

②
交
代

③
諸
山
尊
宿
相
訪

（
５
）
僧
侶
葬
儀
に
と
も
な
う
喫
茶

（
６
）
茶
器
の
管
理

と
、
以
上
六
項
目
に
お
い
て
喫
茶
の
記
事
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
中

世
禅
宗
寺
院
で
は
年
中
行
事
や
ま
た
不
意
の
出
来
事
の
な
か
で
何
か
に
つ
け
て
茶

が
喫
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
大
量
の
茶
が
消
費
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

た
と
い
え
る
」
と
し
、
他
宗
と
の
比
較
に
お
い
て
、「
禅
宗
寺
院
で
は
清
規
に
規

定
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
茶
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
り
、
喫
茶
の
持
つ
重

み
が
顕
密
寺
院
な
ど
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
清
規
に
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
清
規

を
持
た
な
い
か
ら
茶
礼
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
そ
の
点
に
お

い
て
は
禰
津
氏
の
指
摘
は
や
や
一
面
的
す
ぎ
る
き
ら
い
は
あ
る
。
し
か
し
、鎌
倉
・

室
町
の
禅
院
が
中
国
の
禅
院
の
清
規
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
か

な
り
忠
実
に
守
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

鎌
倉
時
代
に
禅
宗
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
が
武
家
社
会
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
事
実
。
ま
た
、
多
く
の
中
国
僧
が
来
日
し
、
多
く
の
寺
院
の
開
山
と
な
っ

て
い
っ
た
事
実
。
さ
ら
に
道
元
の
「
典
座
教
訓
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
曹
洞
宗

で
は
「
禅
院
の
食
事
を
つ
か
さ
ど
る
典
座
の
職
責
の
重
要
さ
と
、
典
座
の
仕
事
そ

の
も
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
自
己
の
修
行
に
ほ
か
な
ら
な
い）

₁₀
（

」
こ
と
が
力
説
さ

れ
た
こ
と
。
鎌
倉
末
期
の
称
名
寺
で
は
武
家
た
ち
の
間
で
喫
茶
に
よ
る
歓
送
迎
会

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
茶
を
京
都
に
無
心
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る）

₁₁
（

。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、「
地
方
に
お
け
る
喫
茶
の
普
及
に
関
し
て
は
禅

宗
寺
院
の
存
在
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
禰
津
氏
の
指
摘
は
、
お
お
げ
さ

で
は
な
く
、
首
肯
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
律
宗
寺
院
の
叡
尊
た

ち
の
活
動
を
み
る
限
り
で
は
、
禅
宗
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
宗
派
の
寺
院
に
お
い

て
も
茶
礼
が
行
事
に
組
み
込
ま
れ
、喫
茶
が
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

鎌
倉
時
代
の
茶
の
普
及
は
、
我
々
の
想
像
以
上
に
、
寺
院
の
茶
を
基
本
と
し
て
全

国
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

四
、
寺
院
と
茶
の
関
係

禅
宗
寺
院
に
お
い
て
は
清
規
の
規
定
に
よ
り
、
茶
が
寺
院
に
と
っ
て
必
要
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
清
規
に
お
け
る
茶
の
重
要
性
は
ど

こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
ぜ
、
か
く
も
茶
に
関
す
る
儀
礼
が
禅
院
に
お
い
て
多
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
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こ
れ
ま
で
、
茶
の
粉
末
化
に
関
し
て
は
、
漢
方
薬
と
し
て
の
茶
の
効
用
ば
か
り

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
他
の
面
に
つ
い
て
は
閑
却
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
茶
が
嗜

好
品
と
な
っ
て
以
降
も
粉
末
の
抹
茶
を
飲
み
続
け
た
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。
茶

の
食
事
性
が
認
め
ら
れ
て
、
初
め
て
そ
の
理
由
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
中
世
日
本
に
お
け
る
抹
茶
の
飲
用
は
、
あ
く
ま
で
食
事
性
の
名
残
に
す
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
根
源
が
「
食
べ
る
茶
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
茶

の
分
布
や
広
が
り
を
考
え
る
際
に
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

食
べ
る
茶
が
ど
れ
だ
け
直
接
的
に
中
国
禅
院
の
茶
礼
に
影
響
を
与
え
た
か
は
明

確
に
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
茶
が
喉
の
渇
き
を
潤
す
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
塩
や

乳
や
甘
葛
・
生
姜
な
ど
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
薬
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
粉

末
そ
の
も
の
で
い
い
は
ず
で
あ
る
。
①
茶
が
粉
末
に
さ
れ
、
そ
れ
が
攪
拌
さ
れ
る

際
に
、
他
の
滋
養
物
を
加
え
て
摂
取
さ
れ
る
と
い
う
飲
茶
法
を
も
つ
こ
と
。
②
禅

院
に
お
い
て
は
食
事
そ
の
も
の
が
修
行
に
通
じ
る
こ
と
。
③
ま
た
日
常
の
食
事
が

質
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
の
要
素
を
勘
案
し
た
時
、禅
院
に
お
い
て
、

行
事
の
際
に
、
栄
養
補
給
の
た
め
に
食
事
に
茶
礼
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い

に
あ
る
。

行
事
の
茶
礼
が
儀
式
化
す
る
と
、
茶
礼
の
本
来
の
意
味
が
希
薄
に
な
り
、
さ
ら

に
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
い
く
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
普
段
の
食

事
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
栄
養
補
給
の
必
要
性
は
な
く
な 

り
、
茶
礼
の
意
義

が
失
わ
れ
る
の
も
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。
逆
に
考
え
る
と
、
中
国
の
禅
院
で
は
消

え
て
し
ま
っ
た
茶
礼
が
、
日
本
の
四
頭
茶
礼
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
中
国
で
は
品
質
へ
の
追
及
は
あ
っ
て
も
、
合
理
的
な
飲
み
方
と
し
て

煎
茶
へ
と
完
全
移
行
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
抹
茶
が
残
る
。
そ
れ
は
鎌
倉

以
降
の
政
権
を
武
士
が
担
い
、
武
士
が
禅
宗
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
中
国
皇
帝
が
飲
酒
、
煎
茶
に
傾
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
権

力
者
の
武
家
は
、
禅
院
を
手
本
に
抹
茶
を
認
め
つ
づ
け
た
。
そ
れ
が
日
本
に
抹
茶

文
化
を
残
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
） 林
屋
辰
三
郎
他
編
集
委
員
代
表
『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
、一
九
九
〇
年
）

（
２
） 佐
藤
留
実
「
建
長
寺
の
開
山
忌
と
『
斎
座
四
ツ
頭
』」（『
淡
交　

別
冊　

天
目
』

五
六
号
、
六
六
頁
、
二
〇
〇
九
年
）

（
３
） 熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
』（
教
育
社
歴
史
新
書
、
一
九
七
七
年
）、
村
井
康
彦
『
日
本

文
化
小
史
』（
角
川
選
書
、
一
九
七
九
年
）、
永
田
尚
樹
「
清
規
に
見
る
室
町
時
代
の

茶
礼
に
つ
い
て
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
二
巻
、
一
九
九
六
年
）

（
４
） 魚
住
惣
五
郎
「
喫
茶
往
来　

解
題
」（『
茶
道
古
典
全
集
』
第
二
巻
、
淡
交
社
、

一
九
五
八
年
）。

（
５
） 村
井
康
彦
「
茶
徳
と
茶
礼
（
下
）」（『
日
本
美
術
工
芸
』
三
四
六
巻
、一
九
六
七
年
）。

（
６
） 今
枝
愛
真
「
茶
礼
と
清
規
」（『
茶
道
聚
錦
２
茶
の
湯
の
成
立
』
所
収
、
小
学
館
、

一
九
八
四
年
）

（
７
） 鏡
島
元
隆
・
佐
藤
達
玄
・
小
坂
機
融
『
訳
注
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

一
九
七
二
年
）

（
８
） 福
島
俊
翁
「『
勅
脩
百
丈
清
規
』
解
題
」（『
茶
道
古
典
全
集
』
第
一
巻
、
淡
交
社
、

一
九
五
七
年
）

（
９
） 禰
津
宗
伸
「
大
鑑
清
規
と
五
山
文
学
に
お
け
る
喫
茶
の
諸
形
態
」（
同
『
中
世
地

域
社
会
と
仏
教
文
化
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
）

（
10
） 石
川
力
山
「
解
説
」（
中
村
璋
八
・
石
川
力
山
・
中
村
信
幸
『
典
座
教
訓
・
赴
粥

飯
法
』
所
収
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
六
〇
頁
、
一
九
九
一
年
）

（
11
） 熊
原
政
男
『
鎌
倉
の
茶
』（
河
原
書
店
、
一
九
四
八
年
）、
熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
の

歴
史　

千
利
休
ま
で
』（
朝
日
選
書
、一
九
九
〇
年
）、福
原
金
治
「
鎌
倉
と
東
国
の
茶
」

（『
テ
ー
マ
展
鎌
倉
時
代
の
茶
』
所
収
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
八
年
）

（
12
） 中
村
修
也
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
み
え
る
茶
史
料
」（『
言
語
と
文
化
』

一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

（
13
） 中
村
修
也
「
栄
西
以
前
の
茶
」（『
茶
道
学
大
系
２
茶
道
の
歴
史
』
所
収
、淡
交
社
、

一
九
九
九
年
）

（
14
） 高
橋
忠
彦
「
唐
詩
に
み
る
唐
代
の
茶
と
仏
教
」（『
東
洋
文
化
』
七
○
号
、
一
九
九

○
年
）。

（
15
） 高
橋
忠
彦
「
宋
詩
よ
り
見
た
宋
代
の
茶
文
化
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
一
五
冊
、
一
九
九
一
年
）。

（
16
） 守
屋
毅
『
喫
茶
の
文
明
史
』
三
四
〜
三
六
頁
、
淡
交
社
、
一
九
九
二
年
。

（
17
） 村
井
康
彦
『
茶
の
文
化
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
）
一
九
〜
二
〇
頁
。

（ 10 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

王
建
の
詩
に
生
薑
入
り
の
茶
が
僧
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
お
り）

₁₄
（

、
宋
代
の

蘇
轍
の
詩
に
は
「
北
方
俚
人
茗
飲
無
不
有
、
塩
酪
椒
薑
誇
満
口
」
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
添
加
物
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
み
え
る）

₁₅
（

。

も
ち
ろ
ん
平
安
時
代
の
日
本
人
は
、
茶
は
飲
ん
で
い
た
。
液
体
の
か
た
ち
で
摂

取
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
現
在
の
抹
茶
や
煎
茶
の
よ
う
に
、
茶
の
み
を
純
粋
に
飲

む
と
い
う
形
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
茶
に
は
甘
葛
煎
・
厚
朴
・
生
薑
・
塩
・

乳
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
飲
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
食
べ
る
茶

で
あ
る
。

守
屋
毅
氏
は
人
類
の
茶
へ
の
接
し
方
に
「
食
べ
る
茶
」
を
指
摘
し
て
い
る）

₁₆
（

。
守

屋
氏
は
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
を
調
査
し
、
ミ
エ
ン
と
呼
ば
れ
る
食
べ
る
茶
の

報
告
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

市
場
の
あ
ち
こ
ち
に
、〈
食
べ
る
お
茶
〉
の
売
り
場
が
盛
大
に
店
を
広
げ
て

お
り
ま
し
た
。
店
頭
に
は
、竹
ひ
ご
で
た
ば
ね
ら
れ
た
〈
食
べ
る
お
茶
〉
が
、

山
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
状
況
で
、
そ
の
食
べ
方
に
つ
い
て
は
、

漬
物
に
な
っ
た
お
茶
の
葉
に
岩
塩
を
ち
ょ
っ
と
そ
え
て
、
口
に
ほ
う
り
込
め

ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
が
、も
っ
と
も
簡
単
な
食
べ
か
た
で
す
。
す
こ
し
凝
っ

た
食
べ
か
た
に
な
り
ま
す
と
、
豚
の
脂
身
や
ナ
ッ
ツ
を
そ
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
味
が
な
く
な
る
ま
で
、

か
み
つ
づ
け
る
わ
け
で
す
。

と
あ
る
。
ナ
ッ
ツ
を
添
え
る
と
い
う
の
は
沖
縄
の
ブ
ク
ブ
ク
茶
に
も
共
通
し
て
見

い
だ
せ
る
茶
の
摂
取
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、村
井
康
彦
氏
も
「
東
亜
半
月
弧
の
茶
」

を
紹
介
す
る
中
で
、
食
べ
る
茶
に
言
及
し
て
い
る）

₁₇
（

。
具
体
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の

団
茶
で
あ
る
。

わ
た
く
し
が
見
た
の
は
イ
ン
ド
に
亡
命
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
建
て
た
ラ
マ
教

寺
院
の
厨
房
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
き
の
こ
形
の
団
茶
を
粉
に

し
て
煎
じ
た
も
の
を
「
チ
ャ
イ
ド
ム
」
と
い
う
筒
に
入
れ
、
こ
れ
に
チ
ー
ズ

や
バ
タ
ー
、
と
き
に
は
玉
子
な
ど
を
加
え
て
攪
拌
し
、
茶
碗
に
受
け
て
飲
む

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
茶
は
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
は
耐
え

が
た
い
ほ
ど
の
味
と
色
で
あ
っ
た
が
、
乳
製
品
を
入
れ
る
の
は
、
遊
牧
民
族

の
必
要
と
知
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
唐
で
は
乳
製
品
で
な
く
塩

と
な
る
の
は
、
農
耕
社
会
に
お
け
る
変
容
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
茶
を
食
物
と
し
て
利
用
し
て
い
る
民
族
は
現
在
も
存
在
す

る
。
茶
が
本
来
食
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
厳
し
い
修
行
が
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
粗

食
を
是
と
す
る
生
活
が
行
わ
れ
る
寺
院
に
お
い
て
、
あ
る
時
期
ま
で
は
茶
が
重
要

な
栄
養
補
給
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
寺
院
に
お
け
る
茶
は
、
本
来
、
喫
茶
文
化
と
し
て

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
食
事
文
化
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
禅
院
清
規
の
中
の
茶
礼
の
存
在
が
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
茶
が
伝
え
ら
れ
た
段
階
で
は
、
茶
の
意
味
は
す
で
に
食
事
文
化
と
し
て

の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
平
安
時
代
の
茶
へ
の
添
加
物
の
あ
り
方
は
、
か
つ
て

の
食
事
と
し
て
の
茶
の
摂
取
方
法
の
な
ご
り
を
留
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
食
事
と
し
て
の
茶
の
摂
取
が
、
煎
茶
で
は
な
く
抹
茶
と
い
う
茶

そ
の
も
の
を
飲
む
方
向
性
を
維
持
さ
せ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
喫
茶
か
ら
茶
の
湯
へ
と
い
う
、
飲
食
か
ら
文
化
へ
の
進
化
、
作
法
の

確
立
な
ど
に
研
究
の
主
眼
を
お
い
て
き
た
。
そ
れ
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
茶
の
食
物
性
と
い
う
「
食
事
文
化
」
の
側
面
に
お
け
る
研
究

を
置
き
忘
れ
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。
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こ
れ
ま
で
、
茶
の
粉
末
化
に
関
し
て
は
、
漢
方
薬
と
し
て
の
茶
の
効
用
ば
か
り

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
他
の
面
に
つ
い
て
は
閑
却
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
茶
が
嗜

好
品
と
な
っ
て
以
降
も
粉
末
の
抹
茶
を
飲
み
続
け
た
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。
茶

の
食
事
性
が
認
め
ら
れ
て
、
初
め
て
そ
の
理
由
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
中
世
日
本
に
お
け
る
抹
茶
の
飲
用
は
、
あ
く
ま
で
食
事
性
の
名
残
に
す
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
根
源
が
「
食
べ
る
茶
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
茶

の
分
布
や
広
が
り
を
考
え
る
際
に
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

食
べ
る
茶
が
ど
れ
だ
け
直
接
的
に
中
国
禅
院
の
茶
礼
に
影
響
を
与
え
た
か
は
明

確
に
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
茶
が
喉
の
渇
き
を
潤
す
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
塩
や

乳
や
甘
葛
・
生
姜
な
ど
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
薬
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
粉

末
そ
の
も
の
で
い
い
は
ず
で
あ
る
。
①
茶
が
粉
末
に
さ
れ
、
そ
れ
が
攪
拌
さ
れ
る

際
に
、
他
の
滋
養
物
を
加
え
て
摂
取
さ
れ
る
と
い
う
飲
茶
法
を
も
つ
こ
と
。
②
禅

院
に
お
い
て
は
食
事
そ
の
も
の
が
修
行
に
通
じ
る
こ
と
。
③
ま
た
日
常
の
食
事
が

質
素
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
の
要
素
を
勘
案
し
た
時
、禅
院
に
お
い
て
、

行
事
の
際
に
、
栄
養
補
給
の
た
め
に
食
事
に
茶
礼
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い

に
あ
る
。

行
事
の
茶
礼
が
儀
式
化
す
る
と
、
茶
礼
の
本
来
の
意
味
が
希
薄
に
な
り
、
さ
ら

に
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
い
く
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
普
段
の
食

事
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
栄
養
補
給
の
必
要
性
は
な
く
な 

り
、
茶
礼
の
意
義

が
失
わ
れ
る
の
も
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。
逆
に
考
え
る
と
、
中
国
の
禅
院
で
は
消

え
て
し
ま
っ
た
茶
礼
が
、
日
本
の
四
頭
茶
礼
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
中
国
で
は
品
質
へ
の
追
及
は
あ
っ
て
も
、
合
理
的
な
飲
み
方
と
し
て

煎
茶
へ
と
完
全
移
行
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
抹
茶
が
残
る
。
そ
れ
は
鎌
倉

以
降
の
政
権
を
武
士
が
担
い
、
武
士
が
禅
宗
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
中
国
皇
帝
が
飲
酒
、
煎
茶
に
傾
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
権

力
者
の
武
家
は
、
禅
院
を
手
本
に
抹
茶
を
認
め
つ
づ
け
た
。
そ
れ
が
日
本
に
抹
茶

文
化
を
残
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
） 林
屋
辰
三
郎
他
編
集
委
員
代
表
『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
、一
九
九
〇
年
）

（
２
） 佐
藤
留
実
「
建
長
寺
の
開
山
忌
と
『
斎
座
四
ツ
頭
』」（『
淡
交　

別
冊　

天
目
』

五
六
号
、
六
六
頁
、
二
〇
〇
九
年
）

（
３
） 熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
』（
教
育
社
歴
史
新
書
、
一
九
七
七
年
）、
村
井
康
彦
『
日
本

文
化
小
史
』（
角
川
選
書
、
一
九
七
九
年
）、
永
田
尚
樹
「
清
規
に
見
る
室
町
時
代
の

茶
礼
に
つ
い
て
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
二
巻
、
一
九
九
六
年
）

（
４
） 魚
住
惣
五
郎
「
喫
茶
往
来　

解
題
」（『
茶
道
古
典
全
集
』
第
二
巻
、
淡
交
社
、

一
九
五
八
年
）。

（
５
） 村
井
康
彦
「
茶
徳
と
茶
礼
（
下
）」（『
日
本
美
術
工
芸
』
三
四
六
巻
、一
九
六
七
年
）。

（
６
） 今
枝
愛
真
「
茶
礼
と
清
規
」（『
茶
道
聚
錦
２
茶
の
湯
の
成
立
』
所
収
、
小
学
館
、

一
九
八
四
年
）

（
７
） 鏡
島
元
隆
・
佐
藤
達
玄
・
小
坂
機
融
『
訳
注
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

一
九
七
二
年
）

（
８
） 福
島
俊
翁
「『
勅
脩
百
丈
清
規
』
解
題
」（『
茶
道
古
典
全
集
』
第
一
巻
、
淡
交
社
、

一
九
五
七
年
）

（
９
） 禰
津
宗
伸
「
大
鑑
清
規
と
五
山
文
学
に
お
け
る
喫
茶
の
諸
形
態
」（
同
『
中
世
地

域
社
会
と
仏
教
文
化
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
）

（
10
） 石
川
力
山
「
解
説
」（
中
村
璋
八
・
石
川
力
山
・
中
村
信
幸
『
典
座
教
訓
・
赴
粥

飯
法
』
所
収
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
六
〇
頁
、
一
九
九
一
年
）

（
11
） 熊
原
政
男
『
鎌
倉
の
茶
』（
河
原
書
店
、
一
九
四
八
年
）、
熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
の

歴
史　

千
利
休
ま
で
』（
朝
日
選
書
、一
九
九
〇
年
）、福
原
金
治
「
鎌
倉
と
東
国
の
茶
」

（『
テ
ー
マ
展
鎌
倉
時
代
の
茶
』
所
収
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
八
年
）

（
12
） 中
村
修
也
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
み
え
る
茶
史
料
」（『
言
語
と
文
化
』

一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

（
13
） 中
村
修
也
「
栄
西
以
前
の
茶
」（『
茶
道
学
大
系
２
茶
道
の
歴
史
』
所
収
、淡
交
社
、

一
九
九
九
年
）

（
14
） 高
橋
忠
彦
「
唐
詩
に
み
る
唐
代
の
茶
と
仏
教
」（『
東
洋
文
化
』
七
○
号
、
一
九
九

○
年
）。

（
15
） 高
橋
忠
彦
「
宋
詩
よ
り
見
た
宋
代
の
茶
文
化
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
一
五
冊
、
一
九
九
一
年
）。

（
16
） 守
屋
毅
『
喫
茶
の
文
明
史
』
三
四
〜
三
六
頁
、
淡
交
社
、
一
九
九
二
年
。

（
17
） 村
井
康
彦
『
茶
の
文
化
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
）
一
九
〜
二
〇
頁
。

（ 10 ）

四頭茶礼にみる飲茶の意義

王
建
の
詩
に
生
薑
入
り
の
茶
が
僧
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
お
り）

₁₄
（

、
宋
代
の

蘇
轍
の
詩
に
は
「
北
方
俚
人
茗
飲
無
不
有
、
塩
酪
椒
薑
誇
満
口
」
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
添
加
物
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
み
え
る）

₁₅
（

。

も
ち
ろ
ん
平
安
時
代
の
日
本
人
は
、
茶
は
飲
ん
で
い
た
。
液
体
の
か
た
ち
で
摂

取
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
現
在
の
抹
茶
や
煎
茶
の
よ
う
に
、
茶
の
み
を
純
粋
に
飲

む
と
い
う
形
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
茶
に
は
甘
葛
煎
・
厚
朴
・
生
薑
・
塩
・

乳
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
飲
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
食
べ
る
茶

で
あ
る
。

守
屋
毅
氏
は
人
類
の
茶
へ
の
接
し
方
に
「
食
べ
る
茶
」
を
指
摘
し
て
い
る）

₁₆
（

。
守

屋
氏
は
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
を
調
査
し
、
ミ
エ
ン
と
呼
ば
れ
る
食
べ
る
茶
の

報
告
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

市
場
の
あ
ち
こ
ち
に
、〈
食
べ
る
お
茶
〉
の
売
り
場
が
盛
大
に
店
を
広
げ
て

お
り
ま
し
た
。
店
頭
に
は
、竹
ひ
ご
で
た
ば
ね
ら
れ
た
〈
食
べ
る
お
茶
〉
が
、

山
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
状
況
で
、
そ
の
食
べ
方
に
つ
い
て
は
、

漬
物
に
な
っ
た
お
茶
の
葉
に
岩
塩
を
ち
ょ
っ
と
そ
え
て
、
口
に
ほ
う
り
込
め

ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
が
、も
っ
と
も
簡
単
な
食
べ
か
た
で
す
。
す
こ
し
凝
っ

た
食
べ
か
た
に
な
り
ま
す
と
、
豚
の
脂
身
や
ナ
ッ
ツ
を
そ
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
味
が
な
く
な
る
ま
で
、

か
み
つ
づ
け
る
わ
け
で
す
。

と
あ
る
。
ナ
ッ
ツ
を
添
え
る
と
い
う
の
は
沖
縄
の
ブ
ク
ブ
ク
茶
に
も
共
通
し
て
見

い
だ
せ
る
茶
の
摂
取
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、村
井
康
彦
氏
も
「
東
亜
半
月
弧
の
茶
」

を
紹
介
す
る
中
で
、
食
べ
る
茶
に
言
及
し
て
い
る）

₁₇
（

。
具
体
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の

団
茶
で
あ
る
。

わ
た
く
し
が
見
た
の
は
イ
ン
ド
に
亡
命
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
建
て
た
ラ
マ
教

寺
院
の
厨
房
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
き
の
こ
形
の
団
茶
を
粉
に

し
て
煎
じ
た
も
の
を
「
チ
ャ
イ
ド
ム
」
と
い
う
筒
に
入
れ
、
こ
れ
に
チ
ー
ズ

や
バ
タ
ー
、
と
き
に
は
玉
子
な
ど
を
加
え
て
攪
拌
し
、
茶
碗
に
受
け
て
飲
む

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
茶
は
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
は
耐
え

が
た
い
ほ
ど
の
味
と
色
で
あ
っ
た
が
、
乳
製
品
を
入
れ
る
の
は
、
遊
牧
民
族

の
必
要
と
知
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
唐
で
は
乳
製
品
で
な
く
塩

と
な
る
の
は
、
農
耕
社
会
に
お
け
る
変
容
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
茶
を
食
物
と
し
て
利
用
し
て
い
る
民
族
は
現
在
も
存
在
す

る
。
茶
が
本
来
食
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
厳
し
い
修
行
が
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
粗

食
を
是
と
す
る
生
活
が
行
わ
れ
る
寺
院
に
お
い
て
、
あ
る
時
期
ま
で
は
茶
が
重
要

な
栄
養
補
給
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
寺
院
に
お
け
る
茶
は
、
本
来
、
喫
茶
文
化
と
し
て

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
食
事
文
化
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
禅
院
清
規
の
中
の
茶
礼
の
存
在
が
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
茶
が
伝
え
ら
れ
た
段
階
で
は
、
茶
の
意
味
は
す
で
に
食
事
文
化
と
し
て

の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
平
安
時
代
の
茶
へ
の
添
加
物
の
あ
り
方
は
、
か
つ
て

の
食
事
と
し
て
の
茶
の
摂
取
方
法
の
な
ご
り
を
留
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
食
事
と
し
て
の
茶
の
摂
取
が
、
煎
茶
で
は
な
く
抹
茶
と
い
う
茶

そ
の
も
の
を
飲
む
方
向
性
を
維
持
さ
せ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
喫
茶
か
ら
茶
の
湯
へ
と
い
う
、
飲
食
か
ら
文
化
へ
の
進
化
、
作
法
の

確
立
な
ど
に
研
究
の
主
眼
を
お
い
て
き
た
。
そ
れ
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
茶
の
食
物
性
と
い
う
「
食
事
文
化
」
の
側
面
に
お
け
る
研
究

を
置
き
忘
れ
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。




